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HASEBE Tadashi                        教授    生年月日 1949 年 5 月 30 日 
大学院農学研究科 農学部  資源生物科学専攻  
取得学位    
農学博士 北海道大学            1984 年 
研究経歴    
1978 年— 1993 年   農業生産，農畜産物需要，農協経営の計量分析  
1993 年— 現在    農村風景の評価  
所属学会    
日本農業経済学会,  日本感性工学会,  東北農業経済学会，実践総合農学会  
学会活動    
東北農業経済学会 幹事          1980 年－1995 年 
日本農業経済学会 常務理事            1992 年－1994 年 
日本環境共生学会 理事          2001 年－2010 年 
東北農業経済学会 編集委員               2002 年－2008 年 
日本農業経済学会 理事          2010 年－2012 年 
実践総合農学会  理事                             2011年－現在 
専門分野    
農業経済学,  応用倫理学,  環境評価  
研究課題    
・ 農村風景の評価   
・ 農業経済倫理学 
・人文・社会科学と脳科学との連携 
研究キーワード    
風景，評価，倫理   
報道    
1.   情報化をテーマに 山形県がシンポジュウム（その他 新聞 日本農業新聞）                                     1993年 2月 
2.   農業情報化へ ノウハウ発表（その他 新聞 山形新聞）                                    1993年 2月 
3.   自著を語る 農協経営の計量分析（出演 執筆 新聞 農業共済新聞）                                                        1997年 6月 
4.  「競争による選抜」の時期（出演 執筆 新聞 農業共済新聞）                                                                          1998年 4月 
5.   風景はつくられる（出演 執筆 新聞 日本農業新聞）                                                                                           1999年 2月 
6.   やませ研究はいま シンポジュウムから ４（資料提供 新聞 日本農業新聞）                                            1999年 12月 
7.   農村の価値 判定します 多面的役割を明らかに 東北大がソフト開発（その他 新聞 日本農業新聞）2000年 2月 
8.   農村景観軸に活性化  東北農政局食 農懇談会 都市交流など課題（その他 新聞 日本農業新聞）       2000年 12月 
9.   自著を語る 農業共済の経済分析（出演 執筆 新聞 農業共済新聞）                   2001年 5月 
10.   環境教育 方策探る（その他 新聞 河北新報）                                        2002年 2月 
11.   地域づくりを考える 山形・金山町で環境教育ゼミ研究成果発表（その他 新聞 日本農業新聞東北版）2002年 3月 
12.   農村景観の役割 混迷する現代の新たな基準期待（出演 執筆 新聞 河北新報）    2003年 5月 
13.   日韓農業 発展模索 仙台でシンポ 経営安定化策など討議（その他 新聞 河北新報）     2004年 6月 
14.   東北大学教授が新入生に薦める本（その他 新聞 東北大学新聞）     2006年 4月 
15.   五感で景観を考えよう 舞踏家森さん 特別授業 東北大学農学部（その他 新聞 河北新報）  2010年 6月 
学外の社会活動    
1.   宮城県農協営農 生活指導員大会 ミニ シンポジュウム「地球にやさしい農業生産のために」   1992年 1月 －  1992年 1月 
         （講演会 セミナー）  
2.   宮城県石巻 河北農業改良普及所他 「めざそう!魅力ある農業!! 21 世紀新しい時代の地域農業を  1993年 2月 －  1993年 2月 
  考えるつどい」 パネルディスカッション「21」世紀に向けての企業的農業のあり方について」  
（講演会 セミナー）  
3.   山形県農林水産部 パネルディスカッション「これからの農業 農村情報化について」    1993年 2月 －  1993年 2月 
（講演会 セミナー）  
4.   宮城県農業協同組中央会  1994 年管理職セミナー（講演会 セミナー）                                       1994年 12月 －  1994年 12月 
5.   東北大学農学部 農学祭特別討論会「農学と環境そして生命について考える」    1995年 11月 －  1995年 11月 
（講演会 セミナー）   
6.   第 14 回農業共済新聞全国大会「農業共済制度の課題とその将来方向に関する研究」報告をまとめ て         1998年 2月   －   1998年 2月 
（講演会 セミナー） 
7.   平成 10 年岩手県営農大学講座第 8 回集合研修「情報化社会と農業」     1999年 1月   －   1999年 1月 
（講演会セミナー）    
8.   農林漁業ニューパートナー育成事業 第 2 回農家経営セミナー農業・農村からの情報発信   1999年 11月 －  1999年 11月 
「現代を読む  小室哲哉の世界と農業」（講演会 セミナー）  
9.   東北大学農学部 第９回農学祭  RPG 討論によるシンポジュウム「本当に大丈夫か，21 世紀の食糧？  2000年 11月 －  2000年 11月 
  —環境 開発 豊かさの視点‐」（講演会 セミナー）  
10.   東北農政局 食と農の懇談会（第２回）「良好な農村景観を軸にした地域の活性化」                     2000年 12月 －  2000年 12月 
（その他）   
11.   第１回環境教育ゼミナール「"ナゼ"そんなに街にゴミを捨てたがるの？」（講演会 セミナー）   2002年 2月 － 2002年 2月 
12.   第 2 回環境教育ゼミナール（講演会 セミナー）(開催地：山形県金山町)                       2002年 3月 － 2002年 3月 
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13.   第 3 回環境教育ゼミナール「生ゴミをおいしく利用できるかな？」（講演会 セミナー）   2002年 6月 － 2002年 6月 
14.   仙台市出前授業 仙台市立高森中学校 「農村風景の役割」（小中高との連携）    2004年 12月 － 2004年 12月 
15.   仙台市出前授業 仙台市立根白石中学校 「農村風景の役割」（小中高との連携）    2005年 2月 －  2005年 2月 
16.   高大連携事業地域開催講座  「第一次産業とギャルの活動」（小中高との連携）    2011年 7月 －  2011年 7月 
17.   平成 25 年みやぎ県民大学開放講座 「私たちの食料と健康と環境」「３ 農村風景の変化と評価」  2013年 9月 －  2013年 9月 
  (講演会 セミナー）  
外部機関における活動   
統計数理研究所 共同研究員        1998年 04月 －1999年 03月 
韓国農村振興庁 名誉研究官        2003年 01月 －2005年 12月 
日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員      2005年 01月 －2006年 12月 
韓国農村振興庁 名誉研究官        2010年 01月 －2012年 12月 
学内活動   
学部教務委員会         2004年 4月 －2005年 3月 
環境保全センター運営専門委員        2004年 4月 －2006年 3月 
環境保全センター運営専門委員会       2004年 4月 －2006年 3月 
企画出版委員会         2004年 4月 －2006年 3月 
学系委員          2005年 4月 －2005年 4月 
学部学生委員会         2005年 4月 －2006年 3月 
入学試験委員会         2005年 4月 －2006年 3月 
学系代表者委員会         2005年 4月 －2006年 3月 
企画出版委員会         2006年 4月 －2006年 4月 
企画出版委員会         2006年 4月 －2008年 3月 
学系委員          2008年 4月 －2009年 3月 
入学試験委員会委員             2008年 4月 －2009年 3月 
教務委員会委員         2008年 4月 －2009年 3月 
将来計画委員会委員         2009年 4月 －2011年 3月 
構内施設 環境整備委員会委員        2010年 4月 －2011年 3月 
省エネルギー推進委員会委員        2010年 4月 －2011年 3月 
学系委員          2012年 4月 －2913年 3月 
教務委員会委員         2012年 4月 －2913年 3月 
担当授業科目   
(全学教育)   
社会の科学                  1993 年－1996 年 
カレントトピックス        2005 年－2006 年 
基礎ゼミ          2010 年－2010 年 
 (学部教育)   
経済統計学         1988 年－2003 年 
情報経済学         1993 年－2009 年 
現代における農と農学                               1999 年－2004 年 
社会調査実習         1999 年－2010 年 
農学と社会 環境         1999 年－2014 年 
農業経済学演習         1999 年－2015 年 
卒業研修          1999 年－2015 年 
環境経済学         1999 年－2014 年 
環境評価学         2011 年－2015 年 
理論経済学          2005 年－2009 年 
理論経済学Ⅰ         2010 年－2014 年 
理論経済学Ⅱ         2010 年－2011 年 
環境経済学演習         2011 年－2014 年 
農村調査実習Ⅰ         2011 年－2014 年 
農村調査実習Ⅱ         2012 年－2015 年 
(大学院教育)  
環境経済学特論         1999 年－2008 年 
資源環境経済学         1999 年－2014 年 
特別研修 B         1999 年－2015 年 
特別研修 A         2001 年－2015 年 
生態学合同講義         2002 年－2014 年 
生命圏倫理学         2007 年－2014 年 
環境倫理学特論         2009 年－2014 年 
(他大学)  
北里大学（農業経済学）        1993 年－2007 年 
仙台白百合女子大学（食料経済）       1999 年－2007 年 
国際会議 発表・講演 
1. T. Hasebe  
       System Analysis for the Three Sub-Demand Gropups 
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       Annual Meeting of American Agricultural Economics Association, 1993.8.1-4, Orlando, Florida, USA 
2. T. Hasebe, Y. Sawada, M. Sawada 
       A System Approach to Japanese Food Demand 
       22nd International Conference of Agricultural Economist Association, 1994.8.22-29, Harare, Zimbabwe 
3. T. Hasebe 
       景観と倫理 
        International Symposium: Comparative Study on Agri-Environment Remediation and Landscape Evaluation,  
1998.7.8-11, 仙台, 日本 
4. 長谷部正 
Value of Rural Landscape and its Policy Implication 
韓国農村経済研究院セミナー, 1998.11 
5. T. Hasebe, S. Kitani, N. Nomura, A. Maas 
       Evaluations for Agro-tourism in Indonesia. 
       The First Seminar under JSPS-DGHE Core University Program in Applied Biosciences, 2001.2.21-23, Tokyo, Japan 
6. S. Kitani, K. Arai, T. Hasebe, N. Hiramatsu 
       A Role-playing Gaming with Contextual Discordance on Regional Environmental Planning - a framework and a trial     
       run - 
       33rd ISAGA World Congress, Confrence Handbook p.44, 2002.8.26-30, Edinburgh, U.K 
7. T. Hasebe, S. Kitani, N. Nomura 
       An Analysis on the Value of Indonesian Sightseeing –Based on an Investigation of Tourist Attractions to Indonesia 
       The Second Seminar under JSPS-DGHE Core University Program in Applied Biosciences, Proceedings of the 2nd 
       Seminar, 2003.2.15-16, Tokyo, Japan 
8. S. Kitani, K. Arai, T. Hasebe 
       Discordance of Project Context –A Program Management Approach to Community Environmental Planning 
       17th World Congress on Project Management, 2003.6.4-6, Moscow, Russia 
9. S. Kitani, K. Arai, T. Hasebe, N. Nomura, F. Nakano 
       An Evaluation of Role-playing Gaming on Reformation toward Sustainable Rural Society: How to awake a regional 
       context in citizens 
       34th ISAGA World Congress, Proceedings of the 34th Annual Conference ISAGA, pp.577-586, 2003.8.25-29,  
       Kisarazu City, Chiba, Japan 
10. S. Kitani, K. Arai, T. Hasebe, N. Nomura, R. Amano 
       Regional Environmental Education Involving Children’s Play and Games – A New Gaming Simulation of Local  
       Citizens in Cooperation with Children 
       5th ISAGA World Congress, Proceedings of the 35th world Congress ISAGA, pp.289-298, 2004.9.6-10, Munich,  
       Germany 
11. S. Kitani, K. Arai, T. Hasebe, N. Nomura 
       Role-playing gaming for supporting citizens to make a community design - An interchange design of citizens  
       between a region’s core city and its suburbs - 
       36th ISAGA World Congress, Serious play, 2005.6.27-7.1, Atlanta, U.S.A. 
12. S. Kitani, T. Hasebe, N. Nomura, R. Moore 
       An Analysis on Non-use Values of Rural Environments – Based on Attitudes for Indonesian Sightseeing Resources 
       19th Pacific Regional Science Congress, 2005.7.25-28, Tokyo, Japan 
13. T. Hasebe, M. Ohmura, H. Bannai  
       Rural Scenery Narrative and Field Experiences 
       The international Conference on Kansei Engineering and Emotion Research 2007, 2007.10.10-12,Sapporo, Japan  
14. S. Kitani, T. Hasebe 
       Strategic Gaming for Community-Building: In View of Citizens' Interchanges between a Farming Area and its 
       nearby City,  
Rural Economics Society of Taiwan International Conference on Agricultural and Resoyrce Economics, 2008.8,  
Taipei, Taiwan  
15. T. Hasebe   
    「農村の祭りにおける食と芸能の風景」 
       2008 International Research Meeting on Resource and Environmental Economics, 
       Collaboration with High-technology and Humanity, Social Sciences in Agricultural Science: 
       Toward Research Collaboration among Monsoon Asian countries, 2008.10.17-19, Sendai, Japan  
16. S. Kitani, T. Hasebe, S. IIzuka 
       A Function of Traditional Culture Activities for Building a Sustainable Community 
       21st Pacific Regional Science Conference, Indigenous Contribution to Regional Development, Session 5C,  
       2009.7.19-22, Gold Coast, Australia 
17. S. Oyamada, T. Hasebe, S. Kitani, H.Yasue, M. Ito 
       Role of Sympathy in Forming Mutual Aid Communities after Disasters: Focusing on Supports' Consciousness after  
       2011 Tohoku Earthquake and Tsunami,  
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       The Second Annual Conference of Japan Association for Human Security Studies Dimensions of Human Security 
       Session Program, 2012.9.29-30, Nagoya, Japan 
18. S. Oyamada, S. Kitani, H. Abe, T. Hasebe 
       Narrative approach to prompt university students to feel sympathy for local residents living in a farming village, 
       8th International Technology, Education and Development conference, 2014.3.10-12, Valencia, Spain 
19. S. Kitani, T. Hasebe 
       The Influence of Formal Mindsets on Decision Maker Attitudes When Confronted with Difficult Problems: A View  
       of Gaming Simulation “Lost in Space” Using Inner Measurement 
       45th ISAGA Conference, The Shift from Teaching to Learning : Individual, Collective and Organizational Learning  
       through Gaming Simulation, 2014.7.7-11, Dornbirn, Austria  
国内会議 発表・講演 
1. 長谷部正 
     「基幹農業労働力の就業移動」 
北海道経済学会：(1975.6), 札幌市 
2. 長谷部正 
     「生産効率指標の作成」 
北海道経済学会：(1976.3), 札幌市 
3. 長谷部正，渡久地朝明 
     「弱分離性の前提のもとでの多変数生産関数の計測について」 
1977 年度日本農業経済学会大会:(1977.4.2-3)，仙台市 
4. 長谷部正 
     「Divisia 集計関数による二段階極大化法について」 
       北海道経済学会：(1977.6.25) ,小樽市 
5. 長谷部正 
     「生産関数の分離性の検証ついて」 
1978 年度日本農業経済学会大会:(1978.4.2-3)，東京 
6. 長谷部正 
     「弱分離性の近似テストについて」 
北海道経済学会：(1978.11)，札幌市 
7. 長谷部正 
「輸入需要の計量分析について」 
1981 年度日本農業経済学会大会：(1981.4.2-3)，東京 
8. 長谷部正 
     「減反地代の計量分析」 
第 19 回（1983 年度）東北農業経済学会秋田大会報告要旨:pp.43-44 (1983.8.30-31)，秋田市 
9. 長谷部正 
「農家世帯の消費関数の計測」 
1986 年度日本農業経済学会大会:(1986.4.1-2)，宇都宮市 
10. 長谷部正 
     「圃場整備同意率に影響を及ぼす経済的要因―宮城県豊里町のケース・スタディ―」 
第 22 回（1986 年度）東北農業経済学会新潟大会報告要旨:pp.73-74 (1986.8.28-29)，新潟市 
11. 長谷部正 
     「圃場整備同意率に影響を及ぼす経済的要因の計量分析」 
       1987 年度日本農業経済学会大会:(1987.4.2-3)，福岡市 
12. 長谷部正 
     「冷害と稲作技術」 
第２回東北農業分析研究会：(1990.11.13), 仙台市 
13. 長谷部正 
     「食肉加工品の需要分析」 
第５回東北農業分析研究会：(1992.6.18),仙台市 
14. 長谷部正 
     「米の需要分析」 
第６回東北農業分析研究会（新大滝セミナーとのジョイント研究会：(1992.11.25-26), 三沢市 
15. 伊藤房雄，長谷部正 
     「乳製品の需要分析」 
第８回東北農業分析研究会（新大滝セミナーとのジョイント研究会）：(1993.12.6-8)，三沢市 
16. 長谷部正，小沢亙 
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     「農協経営の計量分析」 
第 14 回日本協同組合学会大会報告要旨：p.50 (1994.10.14-16)，浜松市 
17. 小沢亙，長谷部正，末吉俊幸 
     「宮城県における農協合併構想の計量分析」 
1995 年度日本農業経済学会大会:(1995.4.3-4)，福岡市 
18. 長谷部正，木谷忍，伊藤房雄 
     「農協経営評価のための DEA 適用に関する一試論」 
第 11 回東北農業分析研究会：(1995.6.30) ,仙台市 
19. 長谷部正，木谷忍，伊藤房雄 
     「農協経営評価のための DEA 適用に関する一試論」 
日本オペレ－ションズ・リサ－チ学会 第 34 回シンポジュウム 
     「経営効率性評価」:pp.4-5(1995.10.15),埼玉県伊奈町 
20. 伊藤房雄，長谷部正 
     「牛乳消費に対する生協組合員の満足度規定要因」 
第 12 回東北農業分析研究会（新大滝セミナーとのジョイント研究会）： 
(1995.11.7-8),三沢市 
21. 長谷部正，伊藤房雄，木谷忍，飯国芳明 
     「農協経営分析視角としての経済効率性の検討」 
1995 年度 TEA 秋季大会：(1995.11.18),京都市 
22. 長谷部正 
  「技術について」 
    沖縄国際大学産業総合研究所研究会：(1996.11.29),宜野湾市 
23. 末吉俊幸，小沢亙，長谷部正，伊藤房雄，酒井惇一 
  「Bilateral-DEA の農協経営効率分析への適用」 
第 17 回東北農業分析研究会：(1998.5.21), 北上市 
24. 末吉俊幸，長谷部正，伊藤房雄，小沢亙，酒井惇一 
     「Bilateral-DEA の農協経営効率分析への適用」 
       日本オペレ－ションズ・リサ－チ学会 1998 年度春季研究発表会 アブストラクト集：pp.45-49 
     （1998.5.27-28），仙台市 
25. 長谷部正 
     「風景と倫理」 
沖縄国際大学産業総合研究所研究会：（1998.11.2），宜野湾市 
26. 伊藤房雄, 長谷部正, 佐久間美明 
     「魚類脂質栄養価情報を用いた生鮮魚需要関数分析」 
第 18 回東北農業分析研究会：(1998.12.11), 仙台市 
27. 木谷忍，長谷部正，野村希晶 
     「農村風景の価値と評価構造の測定に関する研究」 
1999 年度日本農業経済学会大会報告要旨：p.115 (1999.4.1-2)，東京 
28. 長谷部正 
     「冷害対応の経済分析」 
気象影響・利用研究会シンポジュウム 
      《ヤマセ研究の最前線》予稿集：pp.28-31（1999.10.21），仙台市 
29. 長谷部正 
     「フ−ドシステムにおける倫理についての一考察 −食の外部化をめぐり−」 
第 20 回東北農業分析研究会: (1999.12.17-18),岩手県雫石町 
30. 木谷忍，長谷部正，野村希晶 
     「農村風景の存在価値と評価構造の測定に関する研究」 
第 20 回東北農業分析研究会: (1999.12.17-18),岩手県雫石町 
31. 長谷部正 
     「歌謡曲にみる故郷のイメージ」 
沖縄国際大学産業総合研究所研究会：（2000.1.19），宜野湾市 
32. 長谷部正 
     「農村風景と倫理」 
2000 年度日本農業経済学会大会報告要旨：p.62 (2000.3.31-4.2)，東京 
33. 長谷部正 
長谷部正 
 
資源生物科学専攻   0 –6 
 
     「歌謡曲におけるふるさと像が意味するもの」 
第 36 回東北農業経済学会盛岡大会：(2000.8)，盛岡市 
34. 長谷部正 
     「食と身体と倫理」 
2001 年度日本農業経済学会大会要旨:p.42 (2001.3.31-4.1)，松山市 
35. 木谷忍，長谷部正，野村希晶 
     「生活の豊かさからみた農村価値の評価に関する研究－インドネシアの観光資源に関する選好調査の分析－」 
2001 年度日本農業経済学会大会要旨:p.73 (2001.3.31-4.1)，松山市 
36. 長谷部正 
     「農」の技術をとらえる新視角の可能性−ハイデガ−・レヴィナス解釈に即して−  
第 22 回東北農業分析研究会：(2001.5.15), 仙台市 
37. 長谷部正   
     「食と農の技術をつなぐ視点の可能性について」 
東京農業大学農業経済学会研究会：（2001.6.5），東京 
38. 木谷忍，長谷部正，杉本貴子  
     「食の意識と行動にみる食生活の豊かさについて」 
第 37 回東北農業経済学会新潟大会報告要旨:p.60 (2001.8.23-24)，新潟市 
39. 長谷部正 
     「いのち」の与えあいとしての食の倫理とその個別化」 
第 37 回東北農業経済学会新潟大会：p.61(2001.8.23-24)，新潟市 
40. 平松成美，長谷部正，木谷忍，新井潔「文脈不一致型 RPG の実験的研究―ゴミ収集に関わる地域の合意形成
のあり方を探る―」 
日本シミュレーション&ゲーミング学会第 13 回全国大会：（2001.10）石川県辰口町 
41. 長谷部正 
     「食の倫理」 
第 38 回東北農業経済学会弘前大会要旨:p.83 (2002.8.22-23)，弘前市 
42. 長谷部正 
     「食の個別化」 
日本計画行政学会第 25 回全国大会：（2002.9.21-22），つくば市 
43. 木谷忍，長谷部正，千葉貴行 
     「生活機能からみた農村環境の豊かさの評価」 
日本環境共生学会第５回大会発表論文集：pp.120-125（2002.9.28），東京 
44. 長谷部正，木谷忍，野村希晶 
     「景観評価の視点からの多面的機能への一接近―農村風景の評価と条件不利地域への直接支払い意識―」         
     『平成 14 年度問題別研究会有機畜産をめぐる技術的課題』  
独立行政法人 農業技術研究機構 畜産草地研究所：pp.47-56（2002.12.3），つくば市 
45. 長谷部正，木谷忍，野村希晶 
     「物語りとしての農村風景とその評価―西田幾多郎の「矛盾的自己同一」の論理に学ぶ―」 
2003 年度日本農業経済学会大会報告要旨：p.102（2003.4.2-3），鹿児島市 
46. 中野史泰，木谷忍，新井潔，長谷部正，野村希晶 
     「地域づくりを利用した環境教育手法の研究―文脈不一致型 RPG を用いて―」 
日本シミュレーション＆ゲーミング学会 2003 年度秋季全国大会論文抄録集：pp.46-51 (2003.11.29)，東京 
47. 長谷部正 
     「物語としての農村風景」の概念を用いた PC ナビーゲート型調査システムの解釈」 
沖縄国際大学産業総合研究所研究会：（2004.3.18），宜野湾市 
48. 長谷部正 
     「農村風景「物語り」の双対論的解釈ー見つつ「つなぐ」視点」 
日本感性工学会感性哲学部会第５回研究会：（2004.3.27），大阪市 
49. 長谷部正，木谷忍，野村希晶 
     「インドネシア観光資源の価値」 
2004 年度日本農業経済学会大会要旨：p.88（2004.3.30-31）,藤沢市 
50. 長谷部正 
     「規範としての農村風景―Well Being と関連づけて―」 
東北哲学会第 54 回大会シンポジュウム「Well Beingの現在」：（2004.10.23-24），福島市 
51. 中野史泰，木谷忍，長谷部正，野村希晶 
     「地域づくりのため RPG の実践とその評価-仙台都市圏における伊豆沼・内沼の都市と農村の交流を例に-」 
 長谷部正 
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日本シミュレーション＆ゲーミング学会 2004 年度秋季全国大会論文抄録集：pp.119-122(2004.11.6-7)，東京 
52. 長谷部正 
     「農村風景「物語り」とその評価」 
     『第３回農村フォーラム 農村はすごい―資源活用から農村研究をデザインする― 講演資料集』     
独立行政法人 農業工学研究所：pp.13-24（2004.12.22）,東京 
53. 長谷部正 
     「西田哲学の行為的直観による街並み景観形成-地元プランナーの役割に焦点を当てて-」 
2005 年度日本農業経済学会大会報告要旨：p.119（2005.7.17-19），札幌市 
54. 長谷部正 
     「耕作放棄の修景に関する一考察」 
2006 年度日本農業経済学会大会報告要旨：K46（2006.3.30-31），東京 
55. 長谷部正，大村道明 
     「農村社会の維持と伝統芸能―風景「物語り」論の展開―」 
2007 年度日本農業経済学会大会報告要旨：K20（2007.3.29-30），宜野湾市 
56. 長谷部正，大村道明，坂内久 
     「フィ－ルド体験と農村風景評価」 
第９回日本感性工学会大会予稿集 2007(CD)：E55(PDF)(2007.9)，東京 
57. 長谷部正 
     「郊外の風景とジャスコ化する身体―「街育」の発想に着目して―」 
日本感性工学会感性哲学研究発表会：(2008.3.6)，仙台市 
58. 長谷部正，大村道明 
     「農村の祭における食と芸能の風景」 
第４回日本感性工学会春季大会論文集(CD)：B1-02(PDF)(2008.3.7-8)，仙台市 
59. 長谷部正，大村道明，坂内久 
     「農地維持管理意向の差異に関する考察―農作業体験の違いと風景「物語り」の関係に着目して―」 
2008 年度日本農業経済学会大会報告要旨：K30（2008.3.27-28），宇都宮市 
60. 長谷部正 
     「農村の祭りにおける芸能と食の風景」 
第 35 回東北農業分析研究会：(2008.5.31), 鶴岡市 
61. 長谷部正 
     「風景「物語り」を多様化させるフィールドの状態変化」 
第 10 回日本感性工学会大会予稿：13G-04（2008.9.8-10），東京 
62. 木谷忍，長谷部正，山崎泰輔 
     「地域に根ざす有機農業へ取り組みに関する研究―仙台市郊外の大滝自然農園を事例として―」 
日本計画行政学会第 31 回全国大会研究報告要旨集：pp.119-122（2008.9.21-22），東京 
63. 長谷部正 
     「農村の祭における芸能と食の伝承―拡張版物語り論の適用可能性―」 
2009 年度日本農業経済学会大会報告要旨：K68（2009.3.28-29）,つくば市 
64. 長谷部正 
     「「場所」としての風景―西田哲学における資本概念への接近をもとに―」 
第 45 回東北農業経済学会大会報告要旨：3-⑦（2009.8.28-29），弘前市 
65. 長谷部正，安江紘幸，木谷忍 
     「私の「非まじめ」講義の実験に対する学生の感性的反応－チョイ悪教員と秀才学生の葛藤－」 
第 11 回日本感性工学会大会予稿：2D2-5（2009.9.8-10），東京 
66. 長谷部正，安江紘幸，平口嘉典 
     「農村における新たな一現象としての「ギャル彩」―「ジャスコ化」する身体との関連―」 
日本環境共生学会第 12 回大会：（2009.9.26-27），つくば市 
67. 長谷部正 
     「風景論から見たノギャルの活動」 
2010 年度日本農業経済学会大会報告要旨：K65（2010.3.27-28），京都市 
68. 長谷部正，安江紘幸，平口嘉典 
     「田園に彩りをそえるノギャルの活動に関する一考察」 
第 39 回東北農業分析研究会(2010.5.29), 仙台市 
69. 長谷部正，安江紘幸 
    「ナラティブ・アプローチによる実証分析に関する一考察」 
長谷部正 
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第 46 回東北農業経済学会山形大会報告要旨：pp.1-6（2010.8.27-28），鶴岡市 
70. 木村美智子，長谷部正，吉川直樹，市田知子 
     「若者のファッション意識に関する研究」  
第 12 回日本感性工学会大会予稿：2G1-4（2010.9.11-13），東京 
71. 長谷部正，安江紘幸，木谷忍，森繁哉，村松真 
     「「農山村を踊る」講義に対する学生の感性的反応‐「非まじめ」講義実験 その 2‐」 
第 12 回日本感性工学会大会予稿：2B2-2（2010.9.11-13），東京都 
72. 長谷部正，安江紘幸，平口嘉典  
     「同世代の感想を通してみたノギャル活動の風景論的評価」 
2010 年度日本農業経営学会大会報告要旨：pp.182-183（2010.9.16-19），秋田市 
73. 安江紘幸，長谷部正，伊藤房雄  
     「組織構成員の世代間における無形資産の継承過程―ナラティブ・アプローチを適用して―」 
2010 年度日本農業経営学会大会報告要旨：pp.148-149（2010.9.16-19），秋田市 
74. 長谷部正 
     「農村の風景と伝統芸能の評価の視点ー物語り論による接近ー」 
第 40 回東北農業分析研究会（20 周年記念シンポジウム）：(2010.12.11) ,仙台市 
75. 長谷部正，安江紘幸，木谷忍，森繁哉，村松真 
     「「農山村を踊る」授業に対する学生の感性的反応―身体言語行為による「非まじめ」授業実験―」 
第 13 回日本感性工学会大会予稿：E57（2011.9.3-5），東京 
76. 長谷部正 
     「『資本論』を経済理論として読むことの狭隘さに関して―価値形態論をめぐって―」 
平成 23 年度日本農業経営学会大会報告要旨：pp.140-141（2011.9.8-11），津市 
77. 渋谷俊，木谷忍，長谷部正，安江紘幸 
     「自己同一性に着目した集落の持続性に関する一考察―集落へ住むことへのこだわりとの関連から―」 
日本計画行政学会第 34 回全国大会研究報告要旨集：pp.397-400（2011.9.10-11），東京 
78. 小山田晋，長谷部正，木谷忍，安江紘幸 
     「東日本大震災被災地復興に対するよそ者のかかわり方に関する研究」 
日本環境共生学会第 14 回秋季大会：（2011.9.18），京都市 
79. 長谷部正 
     「総ふるさと化（あるいは総郊外化）の意味すること－大転換期としての 1960 年代－」 
第 43 回東北農業分析研究会：（2012.3.10）仙台市 
80. 長谷部正，安江紘幸，木谷忍，森繁哉，村松真 
     「農学分野教育における身体性の役割―「非まじめ」講義実験 その 2―」 
2012 年度日本農業経済学会大会報告要旨：K35（2012.3.29-30），福岡市 
81. 木谷忍，伊藤航平，長谷部正，安江紘幸 
     「持続可能な地域農業のための｢提案型｣ゲーミングによる実験的研究」 
日本計画行政学会第 35 回全国大会研究報告要旨集：pp.223-226（2012.9.7-8），岡山市 
82. 伊藤航平，木谷忍，長谷部正，安江紘幸 
     「住民の『気づき』に基づく持続可能な地域農業の実現可能性―農村調査実習の設計と実施を通して―」 
日本シミュレ-ション＆ゲ-ミング学会全国大会大会論文報告集 2012 年春号：pp.65-68（2012.10.20）,松戸市 
83. 長谷部正 
     「農村出身農経学者が近代人たりえなかった理由ー小林秀雄の「故郷を失った文学」の現代的意義ー」 
2013 年度日本農業経済学会要旨：K16（2013.3.29-30），東京 
84. 長谷部正，小山田晋，木谷忍，阿部はるか 
     「農村地域住民に対する大学生の共感を促すための物語り提示実験」 
第９回日本感性工学会春季大会，企画セッション 1-1：1K-02，（2014.3.22-23），札幌市 
85. 長谷部正 
     「風景評価に関する哲学と経済学の総合化に向けて―マルクスの価値形態論とウィトゲンシュタインの 
アスペクト論の論理形式の類似を基に―」 
2014 年度日本農業経済学会要旨：K20（2014.3.29-30），神戸市 
86. 小山田晋,長谷部正,平口嘉典 
「変容する地域社会における黒川能維持の方向性－質的データを用いた黒川能維持モデルの構成－」 
第 50 回東北農業経済学会盛岡大会：（2014.8.22-23），盛岡市 
87. 小山田晋，長谷部正，木谷忍，范為仁，朴壽永，Richard Moore 
「「自然」概念をめぐるコミュニケーション可能性に関する研究―自然観の４カ国間比較を通して―」 
第 17 回日本環境共生学会学術大会：（2014.9.27-28）徳島市 
 長谷部正 
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国際会議 主催・運営 
１. 日韓ワークショップ「環境修復時代における稲作の新技術と農業経営」 
         (1995 年 9 月 28 日 –- 1995 年 9 月 29 日, 日本国, 仙台市) ［主催］ワークショップ実行委員 
２. International Symposium: Comparative Study on Agri-Environment Remediation and Landscape Evaluation 
         (1998 年 7 月 8 日 –- 1998 年 7 月 11 日, 日本国, 仙台市) ［主催］シンポジュウム実行委員 
３． 日韓ワークショップ「条件不利地域政策の日韓比較― 直接支払いを—中心に」 
         (2001 年 7 月 28 日 –- 2001 年 7 月 29 日, 日本国, 仙台市) ［主催］ワークショップ実行委員長 
４． 日韓農業環境シンポジュウム「WTO 体制下における経営安定化と環境農業」 
         (2004 年 6 月 4 日 –- 2004 年 6 月 5 日, 日本国, 仙台市) ［主催］シンポジュウム実行委員長 
５． 日韓米シンポジュウム 「日韓の米販売戦略」 
         (2006 年 9 月 11 日 –- 2006 年 9 月 11 日, 日本国,仙台市）[主催］シンポジュウム実行委員長 
６． 2008 International Research Meeting on Resource and Environmental Economics 
          (2008 年 10 月 17 日 –- 2008 年 10 月 19 日, 日本国, 仙台市) ［主催］実行委員 
７． International Workshop: Towards the Interconnections between the Humanities, Social Sciences, and Brain Science 
         (2014 年 2 月 20 日 –- 2014 年 2 月 20 日, 日本国, 仙台市) ［主催］ワークショップ· オーガナイザー） 
国内会議 主催・運営 
1． 第 14 回東北大学農学カルチャー講座シンポジュウム「エコロジーと農林水産業」 
(1998年 9月 3日 ― 1998年 9月 3日, 仙台市) ［主催］シンポジュウム司会 
2． 日本環境共生学会北部支部開設記念シンポジュウム「豊かな農業地域による環境保全」 
         (2001 年 6 月 16 日 –- 2001 年 6 月 16 日, 仙台市) ［主催］シンポジュウムのコーディネーター 
3． 農業経営安定化政策に関する研究会「農業経営安定化のあり方」 
         (2001 年 6 月 29 日 –- 2001 年 6 月 29 日, 仙台市) ［主催］研究会オーガナイザー 
4． 日本計画行政学会第 24 回全国大会ワークショップ「農林業は「公」すべきである」 
         (2001 年 9 月 22 日 –- 2001 年 9 月 23 日, 札幌市) ［運営］ワークショップのコーディネーター 
5． 日本環境共生学会北部支部  · 北海学園北見大学開発政策研究所ジョイント  · セミナー「地域の恵みを    
生かした共生型まちづくり」 
         (2002 年 7 月 13 日 –- 2002 年 7 月 13 日, 北見市) ［運営］セミナーのコーディネーター 
6． 農業経営安定化政策に関する研究会 
         (2002 年 7 月 26 日 –- 2002 年 7 月 26 日, 仙台市) ［主催］研究会オーガナイザー 
7． 日本計画行政学会第 25 全国大会ワークショップＣ「食品行政の計画と倫理」 
         (2002 年 9 月 21 日 –- 2002 年 9 月 22 日, つくば市) ［運営］ワークショップのコーディネーター，報告  
8． 第４回経営安定化政策に関する研究会 
         (2003 年 5 月 30 日 –- 2003 年 5 月 30 日, 仙台市) ［主催］研究会オーガナイザー 
9． 日本計画行政学会第 26 全国大会シンポジュウム「「食」の安全性と機能― 食品行政に求められる計画 
         と倫理― 」 
          (2003 年 9 月 20 日 –- 2003 年 9 月 21 日, 仙台市)［主催］プログラム委員，シンポジュウムのコーディネーター 
10． 計画行政学会第 26 全国大会ワークショップＢ「中山間地農村における地域づくりの手法とその実践 
         －山形県金山町の実践－」 
          (2003 年 9 月 20 日 –- 2003 年 9 月 21 日, 仙台市) ［主催］ワークショップのコーディネーター 
11． 日本感性工学会 2005 年春季大会 感性身体表現 踊りで表現する ∼ 農ある街並み景観 
          (2005 年 3 月 23 日 –- 2005 年 3 月 24 日, 長野県上田市) ［運営］コーディネーター 
12． 日本環境共生学会第９回学術大会 
          (2007 年 9 月 22 日 –- 2007 年 9 月 23 日, 仙台市) ［運営］大会長 
13． 日本環境共生学会第９回学術大会招待セッション 環境デザイン 
          (2007 年 9 月 22 日 –- 2007 年 9 月 23 日, 仙台市) ［運営］招待セッション座長 
14． 平成 22 年度日本経営学会研究大会第２分科会「蠱惑（コワク）的女性起業者による農業イベントが若者 
         の農業 · 農村に対する意識，及び新規就農意識に与える影響― 秋田県大潟村におけるノギャルプロジェクト 
の取り組み― 」 
          (2010 年 9 月 16 日 –- 2010 年 9 月 19 日, 秋田市) ［主催］分科会のコーディネーター，座長 
15． 第１回食と農の安全 · 安心シンポジュウム「感染症と農学の課題」 
          (2010 年 11 月 19 日 –- 2010 年 11 月 19 日, 仙台市) ［主催］シンポジュウム· オーガナイザー 
長谷部正 
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16． 第 2 回食と農の安全 · 安心シンポジュウム 
          (2011 年 6 月 11 日 –- 2011 年 6 月 11 日, 仙台市) ［主催］シンポジュウム· オーガナイザー 
17． 2011 年度日本農業経済学会大会特別セッション４「農業経済学分野における大型プロジェクト研究の推進 
         と外部資金導入のあり方」 
          (2011 年 6 月 11 日 –- 2011 年 6 月 12 日, 東京) ［主催］特別セッションのコーディネーター，座長 
18． 第 47 回東北農業経済学会 · 秋田大会特別セッション「蠱惑的女性をシンボルとした新たな農業 · 農村像 
         追求の可能性」 
          (2011 年 9 月 2 日 –- 2011 年 9 月 3 日, 秋田市) ［主催］セッションのコーディネーター 
19． 第 3 回食と農の安全 · 安心シンポジュウム「食の安全 · 安心と農学の課題」 
          (2012 年 1 月 19 日 –- 2012 年 1 月 19 日, 仙台市) ［主催］シンポジュウム· オーガナイザー 
20． 第 48 回東北農業経済学会 · 宮城大会 
          (2012 年 8 月 24 日 –- 2012 年 8 月 25 日, 仙台市) ［主催］大会実行委員長 
21． 第 8 回東北農業経済学会 · 宮城大会ミニシンポジュウム「蠱惑的女性をシンボルとした新たな農業 ·  
農村像追求の可能性」 
          (2012 年 8 月 24 日 –- 2012 年 8 月 25 日, 仙台市) ［主催］シンポジュウムのコーディネーター，座長 
22． シンポジュウム「震災後の社会 · 経済を展望する思考枠組みの追及」 
          (2013 年 3 月 9 日 –- 2013 年 3 月 9 日, 仙台市) ［主催］シンポジュウム· オーガナイザー 
23． 女子力アップシンポジュム 農業したい「私」たちの物語り 
          (2013 年 3 月 28 日 –- 2013 年 3 月 28 日, 東京) ［主催］シンポジュウムのコーディネーター，座長 
24． ワークショップ 人文 · 社会科学と脳科学との連携に向けて 第２回 
          (2014 年 5 月 28 日 –- 2014 年 5 月 28 日, 仙台市) ［主催］ワークショップ· オーガナイザー 
25． ワークショップ 人文 · 社会科学と脳科学との連携に向けて 第３回 
          (2014 年 8 月 1 日 –- 2014 年 8 月 1 日, 仙台市) ［主催］ワークショップ· オーガナイザー 
学術受賞 
東北農業経済学会賞     [東北農業経済学会]                                   1998 年 
その他研究活動 
１．計算機と環境（その他）              1987 年－1987 年 
２．土屋圭造監修、大賀圭治編『米の国際需給と輸入自由化問題』農林統計協会（書評）   1989 年－1989 年 
３．能美誠『広域農業管理論』農林統計協会（書評）                  1990 年－1990 年 
４．荏開津先生退官記念出版会『変わる食料 農業政策』大明堂（書評）                     1996 年－1996 年 
５．百恵，聖子，安室，とその心象風景（その他）          1997 年－1997 年 
６．石田正昭著『農家行動の社会経済分析』大明堂，1999（書評）     2000 年－2000 年 
７．末原達郎著『人間にとって農業とは何か』世界思想社，2004（書評）    2005 年－2005 年 
８．中村桂子著『ゲノムが語る生命—新しい知の創出』集英社，2004（書評）    2005 年－2005 年 
９．生源寺眞一著『新しい米政策と農業 農村ビジョン』家の光協会，2003（書評）   2005 年－2005 年 
10．本山美彦，三浦展，山下惣一，吉田睦美，佐久間智子著『儲かれば，それでいいのか』  2006 年－2006 年 
コモンズ，2006（書評）  
11．ささやかな試み―「非まじめ」授業実験—（その他）      2014 年－2014 年 
12. 「ジャスコ化」していた身体と農学部(その他)       2015 年－2015 年 
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振） 
１．研究分担者 
  総合研究（Ａ）(研究代表者：崎浦誠治) 1980-1981 年度 
   「近年の米穀経済の変容に関する計量経済学的研究」 
２．研究分担者 
        一般研究（Ｂ）（研究代表者：酒井惇一）1985-1986 年度 
   「戦後東北における土地利用方式の変遷に関する研究」 
３．研究分担者 
総合研究（Ａ）（研究代表者：七戸長生）1986-1988 年度 
      「農業経営における情報需要の特質ならびに供給状況に関する実証的調査研究」 
４．研究分担者 
  総合研究（Ａ）(研究代表者：黒柳俊雄)1988-1989 年度 
   「国際化時代におけるわが国農業構造政策の課題と新展開」 
５．研究分担者 
 長谷部正 
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  総合研究（Ａ）(研究代表者：黒柳俊雄)1990-1991 年度 
      「米の国内自由化の影響に関する計量経済学的研究」 
６．研究分担者 
  総合研究（Ａ）（研究代表者：水谷修）1990-1991 年度 
      「留学生に求められる日本語能力の内容と水準の策定」 
７．研究分担者 
  総合研究（Ａ）（研究代表者：酒井惇一）1992-1993年度 
      「地域労働市場におけるワークシェアリングの構造変化と農業再編」 
８．研究分担者 
一般研究（Ｂ）(研究代表者：樋口貞三)1993-1994 年度 
      「大規模稲作複合経営の組織発展に関する規範的・実証的基礎研究:事前・事後的データの創出と組織経済性 
        概念の開発」 
９．研究分担者 
一般研究（Ｃ）(研究代表者：酒井惇一)1994 年度 
      「新たな水田農業確立と復田の技術的・経営的・政策的条件の検討」 
10．研究代表者 
        一般研究（Ｃ）1994-1995 年度 
      「農業情報経済学の構築」 
11．研究分担者 
  一般研究（Ｃ）(研究代表者：酒井惇一) 1995-1996 年度 
      「農協の組織非効率とトップマネイジメント・人材育成」 
12．研究分担者 
        基盤研究（Ｂ）（研究代表者：久保嘉治）1995-1996 年度 
      「農業分野での確率的優位性を基礎とした計量・計画モデルの開発と適用」 
13．研究代表者 
        基盤研究（Ｂ）1996-1997 年度 
   「魚類脂質が生鮮魚需要と畜産物新商品開発に及ぼす効果の分析」 
14．研究代表者 
  国際学術研究 1996-1998 年度 
      「マルチ・メディアを活用した農村景観の評価に関する共同研究」 
15．研究分担者 
  総合研究（Ａ）（研究代表者：酒井惇一）1996-1998 年度 
      「21 世紀における世界の食料需給と地域農業発展の戦略」 
16．研究代表者 
萌芽的研究 1997-1998 年度 
      「農業経済倫理学の構築」 
17．研究分担者 
基盤研究（Ｂ）(研究代表者：松田敏信)1997-2000 年度 
   「少子高齢化社会における食の安全性とフードシステム－その経済学的解明－」 
18．研究分担者 
基盤研究（Ａ）(研究代表者：工藤昭彦) 1998-2001 年度 
   「農業環境の修復システムに関する比較研究―日本と韓国のフィールドに即して―」 
19．研究分担者 
基盤研究（Ｂ）(研究代表者：永木正和) 1999-2001 年度 
「食品産業および食料品流通の変容と生産者主体の確立に関する産業組織論的研究」 
20．研究分担者 
  基盤研究（Ａ）(研究代表者：三枝正彦) 1999-2001 年度 
  「里山，里地の二次的自然環境の維持保全のための技術開発とそれに基づく農業経営戦略」 
21．研究代表者 
  基盤研究（Ｂ）1999-2002 年度 
   「農業経済倫理学の展開とその応用―農の倫理への超学的アプローチ―」 
22．研究代表者 
  基盤研究（Ｂ）2000-2001 年度 
   「多様な食ベクトルを捉える需要分析の新展開」 
23．研究分担者 
長谷部正 
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  基盤研究（Ａ）(研究代表者：米倉等)2000-2003 年度 
      「発展途上国における市場制度の整備に関する研究―インドネシアの農村地域を事例として―」 
24．研究代表者 
  基盤研究（Ｃ）2001 年度 
   「条件不利地域への直接所得補償と住民主体型地域資源の維持管理」 
25．研究分担者 
  基盤研究（Ｂ）(研究代表者：両角和夫) 2001-2003 年度 
   「農業集落の崩壊過程に関する研究」 
26．研究分担者 
基盤研究（Ｂ）(研究代表者：木谷忍) 2002-2005 年度 
      「「農」とふれあう人間行動に着目した新しい生活空間の形成」 
27．研究分担者 
基盤研究（Ａ）（研究代表者：佐々木公明）2005-2008 年度 
      「自立と連携による新たな都市・地域システムの構築」 
28．研究分担者 
基盤研究（Ｂ）（研究代表者：松田敏信）2007-2010 年度 
      「少子高齢化社会における食の安全性とフードシステム-その経済学的解明-」 
29．研究分担者 
基盤研究（Ｂ）（研究代表者：吉井邦恒）2009-2012 年度 
「インデックスタイプの農業保険と農業者のリスク意識の解明」 
30．研究代表者 
基盤研究（Ｃ） 2010-2012 年度 
      「ナラティヴアプローチによるパス依存型ネットワーク経営の世代間継続要件に関する研究―」 
31．研究分担者 
基盤研究（Ｂ）（研究代表者：吉井邦恒）2012-2014 年度 
      「農業者のリスク意識に対応した地域インデックス保険のデザインと経済効果に関する研究」 
32．研究分担者 
基盤研究（Ｂ）（研究代表者：座小田豊）2012-2015 年度 
      「自然観の展開と人間的営為の運命に関する思想史的・応用倫理学的研究」 
33．研究代表者 
基盤研究（Ａ） 2013-2015 年度 
      「農村再建における役割意識創発の実験的研究－農業経済倫理学と社会脳科学との融合－」 
その他の研究資金獲得 
１．研究代表者 
1977 年度全国農協中央会奨励研究費 
      「農業協同組合活動の規模の経済性に関する研究」 
２．研究代表者 
1991 年度伊藤記念財団食肉に関する助成研究費 
      「出生率低下に伴う食肉加工品需要の変化に関する計量分析」 
３．研究分担者 
1991 年度全国農協中央会奨励研究費（研究代表者：酒井惇一） 
      「農協の競争力強化の方策と経営資源再配分のあり方」 
４．研究代表者 
1991 年度畜産振興事業団畜産物需要開発調査研究事業費 
      「牛乳・乳製品の需要拡大に関する実証研究」 
５．研究代表者 
1992 年度伊藤記念財団食肉に関する助成研究費 
      「最近の食肉加工品消費構造変化の分析」 
６．研究分担者 
1992 年度畜産振興事業団畜産物需要開発調査研究事業費（研究代表者：伊藤房雄） 
      「チ－ズ需要に対する乳業メ－カ－のマ－ケット・セグメンテ－ションに関する定性的研究」 
７．研究分担者 
1993 年度畜産振興事業団畜産物需要開発調査研究事業費（研究代表者：伊藤房雄） 
       「ヨ－グルト需要に対する乳業メ－カ－と小売業のマ－ケティングに関する実証研究」 
８．研究代表者 
 長谷部正 
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1994 年度畜産振興事業団畜産物需要開発調査研究事業費 
      「健康に対する関心と畜産物需要―日米比較研究―」 
９．研究代表者 
1995 年度畜産振興事業団畜産物需要開発調査研究事業費 
      「食肉の地域別消費動向と最近の変化に関する分析」 
10．研究代表者 
1997 年度全国農業共済協会研究助成費 
      「農業共済制度の課題とその将来方向に関する研究」 
11．研究分担者 
  2005 年度環境省地球環境研究総合推進費助成（研究代表者：進士五十八） 
   「環境教育の整備に関する国際貢献の方法に関する予備的研究」 
12．研究代表者 
2009 年度農畜産振興機構畜産物需給関係学術情報収集推進事業費 
      「パス依存型畜産経営の安定性に関する研究―需要創造型ネットワークである GPF を事例として―」 
13．研究代表者 
2010 年度全国農協中央会奨励研究費 
「広域合併の見直しと今後の戦略的農協経営のあり方に関する研究」 
著書 
１.   長谷部正（分担執筆） 
  司馬正次（編集） 
  デ－タ解析入門 
  東洋経済新報社：第 15 章 pp.178-194，第 16 章 pp.195-205（1977.4） 
２.   長谷部正（分担執筆） 
  高嶋正彦，黒柳俊雄（共同編集） 
  農政の経済分析（上） 
  明文書房：第１章 pp.１-22（1981.7） 
３．長谷部正（分担執筆） 
  崎浦誠治（編集） 
  米の経済分析 
        農林統計協会：第 10 章 pp.193-209（1984.1） 
４.   長谷部正（分担執筆） 
  大槻幹郎，佐々木公明，鴨池治（共同編集） 
  近代経済理論の展開 
        木鐸社：第４部（一部担当）pp.261-274（1987.8） 
５．長谷部正（分担執筆） 
  飯島源次郎，京野禎一，黒柳俊雄（共同編集） 
  農業新時代への農政対応 
  農林統計協会：第Ⅱ部第４章 pp.152-168（1988.5） 
６．長谷部正（分担執筆） 
  司馬正次（編集） 
  やさしいデ－タ解析 
  東洋経済新報社：第 15 章 pp.185-203，第 16 章 pp.204-218（1989.1） 
７．長谷部正（分担執筆） 
  七戸長生（編集） 
  経営発展と営農情報 
  農林統計協会：第１章 pp.７-27（1990.2） 
８．長谷部正, 近藤巧（分担共同執筆） 
  黒柳俊雄（編集）  
  農業構造政策 
  農林統計協会：第１部第３章 pp.32-44（1991.6） 
９．長谷部正（分担執筆） 
長谷部正，斎藤和佐（分担共同執筆） 
東北水田農業研究会（編集） 
戦後東北における水田農業の展開過程 
東北水田農業研究会：第Ⅰ部第４章 pp.53-70，第Ⅱ部第１章 pp.93-174，第Ⅲ部第１章 pp.183-199（1993.5） 
長谷部正 
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10．長谷部正（分担執筆） 
  黒柳俊雄（編集） 
  米自由化の計量分析 
  大明堂：第２章 pp.13-30（1996.3） 
11．長谷部正（分担執筆） 
松原茂昌，長谷部正，永木正和，松田友義，長南史男，小林俊夫，原田節也，吉村秀清（分担共同執筆） 
長谷部正, 永木正和, 松原茂昌（共同編集） 
  農業情報の理論と実際 
  農林統計協会：第１部第１章 pp.３-39，第３部第５章 pp.289-306（1996.4） 
12．長谷部正（分担執筆） 
  黒柳俊雄，出村克彦，廣政幸生（共同編集） 
  農業と農政の経済分析 
  大明堂：第Ⅲ部第 15 章 pp.177-187（1996.6） 
13．長谷部正（分担執筆） 
小沢亙, 長谷部正，伊藤房雄（分担共同執筆） 
  長谷部正，木谷忍，伊藤房雄（共同分担執筆） 
長谷部正（編集） 
  農協経営の計量分析 
        農林統計協会：序章 pp.１-５，第９章 pp.172-185, 第 10 章 pp.186-202, 終章 pp.196-202（1997.2） 
14．長谷部正（分担執筆） 
        松原茂昌（編集） 
  戦略的農業のための意思決定 
        農林統計協会：第３章 pp.30-50（1997.8） 
15．長谷部正（分担執筆） 
長谷部正，小沢亙（分担共同執筆） 
長谷部正（編集） 
  農業の競争力と農業共済保険（ハングル版） 
        蛍雪出版社（ソウル）：序章 pp.11-23，第 3 部第 1 章 pp.173-135，おわりに pp.265-273（2000.4） 
16．長谷部正, 伊藤房雄（分担共同執筆） 
黒柳俊雄（編集） 
  消費者と食料経済 
        中央経済社：第２章 pp.15-30（2000.6） 
17．長谷部正（分担執筆） 
  伊藤貴子，伊藤房雄，長谷部正（分担共同執筆） 
  伊藤房雄，長谷部正（分担共同執筆） 
伊藤房雄, 金山紀久, 廣政幸生, 長谷部正（共同編集） 
戦略的情報活用による農産物マ－ケティング 
  農林統計協会：第１章 pp.１-21, 第２章 pp.22-40, 第３章 pp.41-67, 第４章 pp.68-86, 第５章 pp.87-105， 
        第６章 pp.106-128（2001.2） 
18．長谷部正（分担執筆 ） 
  長谷部正，小沢亙（分担共同執筆） 
長谷部正, 吉井邦恒（共同編集） 
農業共済の経済分析 
  農林統計協会：序章 pp.１-５，コラム p.111, コラム pp.166-167, 第３部第４章 pp.234-244， 
        おわりに pp.269-275（2001.3） 
19．S. Kitani, K. Arai, T. Hasebe, N. Nomura, R. Amano（分担共同執筆） 
        W. C. Kritz, T. Eberle (Eds.)  
     Bridging the Gap: Transforming Knowledge into Action through Gaming and Simulation 
SAGSAGA, Munich, Germany: pp.289-298 (2004) 
20．S. Kitani, K. Arai, T. Hasebe, N. Nomura, F. Nakano（分担共同執筆） 
        R.Shiratori, K. Arai, F. Kato (Eds.)  
Gaming, Simulations, and Society: Research Scope and Perspective 
Springer-Verlag, Tokyo, Japan: pp.179-188 (2005.9) 
21．長谷部正（分担執筆） 
  永木正和, 茂野隆一（共同編集） 
  消費行動とフードシステムの新展開 
 長谷部正 
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        農林統計協会：第Ⅰ部第 7 章 pp.107-127（2007.2） 
22．長谷部正（分担執筆） 
  日本農業経営学会（編集，佐々木市夫, 石田正昭, 横川洋（責任編集）） 
  循環型社会の構築と農業経営 
        農林統計協会：第 4 章第 5 節 pp.321-328（2007.9） 
23．T. Hasebe, M. Ohmura, H. Bannai（分担共同執筆） 
        Y. Dai, B. Chakraborty, M. Shi (Eds.)  
Kansei Engineering and Soft Computing: Theory and Practice 
Engineering Science Reference, PA, USA: pp.255-265 (2010.7) 
24．T. Hasebe（分担執筆） 
        K. Sasaki, (Ed.) 
     Food Consumption: Emprical Studies of Japanese Dietry 
        筑波書房: Chapter 14, pp.194-207（2012.8）  
25．長谷部正（分担執筆） 
  桑子敏雄，千代章一郎（共同編集） 
  フィールドの感性 ユーザーサイエンスを超えて 
東信堂:第 2 章 pp.23-40（2012.9） 
26．S. Kitani, T. Hasebe（分担共同執筆） 
    Willy C. Kriz, (Ed.) The Shift from Teaching to Learning : Individual, Collective and Organizational Learning through 
Gaming Simulation  
W. Bertelmann Verlag, Bielfeid, KG: pp.212-223 (2014.7) 
論文（査読つき） 
１. 長谷部正 
    「圃場整備同意率に影響を及ぼす経済的要因の計量分析」 
         農業経済研究，第 62 巻第１号：pp.12-21（1990.6） 
２.    長谷部正，木谷忍，伊藤房雄 
    「農協経営評価のためのＤＥＡ適用に関する一試論」 
      オペレ－ションズ・リサ－チ， Vol.40, No.12：pp.711-715（1995.12）  
３.    八巻邦次，長谷部正，伊藤房雄，氏家哲 
    「買参人の牛枝肉価格の根付け要因」 
         1996 年度日本農業経済学会論文集（農業経済研究別冊）：pp.175-179（1996.9）  
４.    T. Sueyoshi, T. Hasebe, F. Ito, J. Sakai, W. Ozawa 
         DEA-Bilateral Performance Comparison 
         Omega, International Journal of Management Science, Vol.26, No.2：pp.233-248（1998.4）  
５.    小沢瓦，伊藤房雄，長谷部正， 
    「農業共済組合の経営効率分析」 
         1998 年度日本農業経済学会論文集：pp.48-51（1998.11）  
６.    木谷忍，長谷部正，野村希晶 
    「農村風景の価値と評価構造の測定に関する研究」  
         1999 年度日本農業経済学会論文集：pp.364-366（1999.11）  
７.    長谷部正 
    「農村風景と倫理」 
         2000 年度日本農業経済学会論文集：pp.186-190（2000.10）  
８.    野村希晶，木谷忍，長谷部正 
    「PCナビゲ－ト型調査システムによる仮想市場評価法の試み」 
   日本建築学会技術報告集，第 12 号：pp.219-222 (2001.1) 
９． T. Sueyoshi, T. Honmma, T. Hasebe, F. Ito 
         Integration of Japan agricultural co-operatives (Japan) in Miyagi prefecture 
         Asia Pacific Management Review, Vol.6, No.4：pp.377-408（2001.12）  
10.    長谷部正, 木谷忍, 野村希晶 
    「農村風景の評価と条件不利地への直接支払い意識ー日韓比較ー」 
          2002 年度日本農業経済学会論文集：pp.166-169（2002.11）  
11．  S. Rhee, T. Hasebe, N. Nomura, S. Kitani 
          Comparison of Valuation for Rural Area’s Scenery in Korea and Japan 
          Korean Journal of Agricultural Management and Policy,Vol.29, No.4：pp.639-658（2002.12）(ハングル) 
12． 長谷部正・木谷忍・野村希晶 
長谷部正 
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    「物語りとしての農村風景とその評価」 
         2003 年度日本農業経済学会論文集：pp.75-78（2003.11）  
13.    S. Kitani, K. Arai, T. Hasebe 
         A New Role-playing Gaming on Regional Environmental Planning: A Framework and Trial Run 
        シミュレーション & ゲーミング, Vol.13,No.2：pp.149-156（2003.12）  
14． S. Kitani, K. Arai, T. Hasebe, N. Nomura, R. Amano (前掲著書論文) 
         Regional Environmental Education Involving Children's Play and Games－A New Gaming Simulation of Local     
         Citizens in Cooperation with Children,  
 W. C. Kritz, T. Eberle (Eds.)  
 Bridging the Gap: Transforming Knowledge into Action through Gaming and Simulation SAHSAGA, Munich,  
 Germany:  pp.289-298 (2004)  
15． S. Kitani, K. Arai, T. Hasebe，N. Nomura, F. Nakano (前掲著書論文) 
 An Evaluation of Role- playing Gaming on Reformation toward Sustainable Rural Society －How to awake regional  
 context in citizens,  
 R. Shiratori, K. Arai, F. Kato (Eds.) 
 Gaming Simulations, and Society: Research Scope and Perspective 
 Springer Verlag: pp.179-188 (2005)  
16． S. Kitani, T. Hasebe, N. Nomura, R. Moore 
         Effects of Image Formation of Rural Lifescape on Consciousness and Willingness to Protect Rural Farming Village 
         Japanese Journal of Rural Economics, Vol.7：pp.100-113 (2005.1)  
17．長谷部正 
      「風景の「物語り」を語ることの意義」 
         感性哲学，第５巻：pp.79-94（2005.9）  
18．長谷部正 
   「行為的直観による街並み風景形成の解釈―役場職員にみる身体性確保と「物語り」共有の工夫―」 
        農業経済研究，第 78 巻第４号：pp.163-173（2007.3） 
19． S. Kitani, T. Hasebe, N. Nomura, R. Moore 
         An Analysis of Non-Exchangeable Values of Rural Environments –Based on Attitudes towards Indonesian Sightseeing 
         Resources– 
         Studies in Regional Science, Vol.37, No.2：pp.599-615 (2007.10) 
20．長谷部正 
      「郊外の風景とジャスコ化する身体」 
        感性哲学，第８巻：pp.97-113（2008.9）  
21．長谷部正 
   「農村の祭りにおける芸能と食の伝承―拡張版物語り論の適用可能性―」 
        2009 年度日本農業経済学会論文集：pp.346-353（2009.12）  
22．T. Hasebe, M. Ohmura, H. Bannai (前掲著書論文) 
     Rural Scenery Narrative and Field Experiences: From an Aspect of Kansei， 
   Y. Dai, B. Chakraborty, M. Shi, (Eds.) 
Kansei Engineering and Soft Computing: Theory and Practice, 
  Engineering Science Reference, PA, USA: pp.255-265 (2010.7)  
23．安江紘幸, 長谷部正, 伊藤房雄 
  「ネットワーク型農業経営組織の経営継承に関する一考察－グローバルピッグファーム（株）ニュー 
リーダーの会を事例にして－」 
        2010 年度日本農業経済学会論文集：pp.134-141（2010.12）  
24．長谷部正, 安江紘幸, 平口嘉典 
      「同世代の感想を通してみたノギャル活動の風景論的評価」 
        農業経営研究, 第 49 巻第１号：pp.93-98（2011.6）  
25．長谷部正, 安江紘幸, 木谷忍 
      「農学分野における学士課程教育の役割―「非まじめ」授業実験を基に―」 
        2011 年度日本農業経済学会論文集: pp.79-86 (2011.12)    
26．木谷忍, 長谷部正, 飯塚聖司 
      「持続可能な地域づくりのための伝統文化活動の機能について―社会関係資本の土台としての文化資本の 
観点から―」 
        地域学研究, 41 巻第 3 号：pp.731-744 (2011.12) 
27．小山田晋, 長谷部正, 木谷忍, 安江紘幸, 伊藤まき子 
「東日本大震災被災地復興に対するよそ者のかかわり方に関する倫理学的研究」 
 長谷部正 
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        農業経済研究報告,第 43 号：pp.15-36（2012.2）  
28．長谷部正 
「資本論を経済理論として読むことの狭隘さについて」 
         農業経営研究, 第 50 巻第 2 号：pp.37-42（2012.9） 
29.    S. Kitani, T. Hasebe (前掲著書論文) 
The Influence of Formal Mindsets on Decision Maker Attitudes When Confronted with Difficult Problems: A View of 
Gaming Simulation “Lost in Space” Using Inner Measurement, Willy C. Kriz (Ed.)  
THE SHIFT FROM TEACHING AND LEARNING: Individual, Collective and Organizational  
Learning through Gaming Simulations,  
W. Bertelsmann Verlag：pp.212-223 (2014.12) 
論文（査読なし） 
１.   長谷部正，渡久地朝明 
   「二段階極大化法による多変数関数の計測」 
  農経論叢，第 34 集：pp.23-33（1978.3） 
２.   長谷部正 
   「農業協同組合活動の規模の経済性に関する研究」 
  協同組合奨励研究報告，第四輯：pp.111-132（1979.3） 
３．長谷部正 
    「ディヴィジア指数とその適用」 
         農業経済研究報告，第 16 号：pp.１-11（1979.3） 
４.   長谷部正 
    「弱分離可能性の検証について」 
   農業経済研究報告，第 17 号：pp.141-156（1979.11） 
５． 長谷部正 
    「畜産時系列の主成分分析」 
   農業経済研究報告，第 19 号：pp.75-97（1983.3） 
６． 長谷部正 
    「生産双対性に関する覚え書き」 
   農業経済研究報告，第 20 号：pp.37-62（1985.3） 
７． 酒井惇一，浅井陟，大泉一貫，長谷部正，高橋寛次 
    「農家負債の分析」 
   農業経済研究報告，第 21 号：pp.１-94（1987.5） 
８.    長谷部正 
    「東北における水田圃場整備の効果分析」 
   農業経済研究報告，第 21 号：pp.111-118（1987.5） 
９.    酒井惇一，大泉一貫，長谷部正 
    「水田再整備の進展に影響する要因と推進手法」 
   農業経済研究報告，第 22 号：pp.31-70（1988.3） 
10． 長谷部正 
    「営農情報需要分析への一接近」 
         農業経済研究報告，第 23 号：pp.65-80（1990.5） 
11.    長谷部正 
    「冷害対応の計量分析」 
         農業経済研究報告，第 24 号：pp.49-63（1991.5） 
12． 長谷部正 
    「農道整備の計量分析」 
         農業経済研究報告，第 25 号：pp.35-48（1992.4） 
13． 長谷部正 
    「出生率低下に伴う食肉加工品需要の変化に関する計量分析」 
   伊藤記念財団  平成３年度食肉に関する助成研究調査成果報告 Vol.10:pp.382-387 (1992.12) 
14． 酒井惇一，長谷部正，近藤巧，小沢亙，伊藤房雄，堀田和彦，大宮俊明，青木啓城 
    「農協の競争力強化の方策と経営資源再配分のあり方」 
         協同組合奨励研究報告，第 19 輯：pp.１-111（1993.12） 
15．長谷部正 
   「最近の食肉加工品消費構造変化の分析」 
  伊藤記念財団  平成 4 年度食肉に関する助成研究調査成果報告 Vol.11:pp.466-471 (1993.12) 
長谷部正 
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16．長谷部正 
   「エキスパ－ト・システムの認識論的基礎」 
        農業経済研究報告，第 26 号：pp.29-44（1993.4） 
17.   T. Hasebe 
  Cool Summer Damage and Water Control Labor 
  Tohoku Journal of Agricultural Research, Vol.44，No.1-4：pp.7-14（1994.3） 
18．長谷部正 
   「意味の伝達について」 
  農業経済研究報告，第 27 号：pp.43-52（1994.4） 
19．長谷部正 
   「田園風景認識の構図」 
        農業経済研究報告，第 28 号：pp.29-44（1995.4） 
20.   長谷部正，W.S.チャ－ン，伊藤房雄 
      「コレステロ－ル情報指数と牛乳乳製品需要」 
        農業経済研究報告，第 29 号：pp.45-57（1997.2） 
21．伊藤貴子，伊藤房雄，長谷部正 
      「地域別食肉需要構造の変化に関する計量分析」 
        農業経済研究報告，第 30 号：pp.69-90（1998.6） 
22．長谷部正 
      「農業経済学分野における自然災害に関する研究」 
  自然災害科学,Vol.18,No.1：pp.14-20（1999.5）(執筆依頼) 
23.   長谷部正 
      「田園風景のＣＧ表現についての一考察（Ⅰ）」 
        農業経済研究報告，第 31 号：pp.21-36（1999.10） 
24．長谷部正, 伊藤房雄, 齋藤和佐 
      「宮城県における中山間地の類型化と地域区分」 
        農業経済研究報告，第 31 号：pp.37-67（1999.10） 
25．木谷忍，長谷部正，野村希晶 
   「農村風景の存在価値と評価の構造」 
         農業経済研究報告，第 31 号：pp.69-88（1999.10） 
26．長谷部正 
      「農業の危機管理と情報」 
  農林統計調査，第 50 巻第 4 号：pp.22-25（2000.4） 
27．長谷部正 
      「冷害対応の経済分析」 
        気候影響・利用研究会会報，第 17 号：pp.56-61（2000.1）(シンポ招待) 
28．長谷部正 
      「田園風景のＣＧ表現についての一考察（Ⅱ）」 
        農業経済研究報告，第 32 号：pp.1-11（2000.10） 
29．木谷忍，長谷部正，野村希晶 
  「農村イメージの形成が農村維持に対する意識と態度に与える影響―PC ナビゲート型調査システムを用いた
農村風景評価を通して―」 
        農業経済研究報告，第 32 号：pp.13-22（2000.10） 
30．長谷部正 
   「「いのち」の与えあいとしての農とその技術」 
  農村研究，第 93 号：pp.1-12 (2001.9) 
31．木谷忍，長谷部正，杉本貴子 
   「食に対する選好と選択にみる食生活の豊かさについて－アマルティア・センのケイパビリティの一解釈に 
もとづく倫理学的評価－」 
  農業経済研究報告，第 33 号：pp.25-36（2001.10） 
32．長谷部正 
      「食の倫理－所有の視点から－」 
        農業経済研究報告，第 33 号：pp.37-48（2001.10） 
33．平松成美，長谷部正，木谷忍，新井潔 
      「文脈不一致型 RPG の実験的研究ーゴミ収集に関わる地域の合意形成のあり方を探る」 
        日本シミュレーション&ゲーミング学会 2001 年度全国大会発表集:pp.117-122(2001.10) 
 長谷部正 
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34．長谷部正 
   「ふるさと共有時代の農村風景観」 
  農林統計調査，第 52 巻第 3 号：pp.38-47（2002.3） 
35.   長谷部正 
      「食の個別化に関する一考察」 
        農業経済研究報告，第 34 号：pp.1-11（2002.10） 
36．木谷忍，長谷部正，千葉貴行 
   「機能と自由からみた都市と農村の生活環境の評価－アマルティア・センの提唱する豊かさ指標をもとに 
して－」 
  農業経済研究報告，第 34 号：pp.13-19（2002.10） 
37.   木谷忍，長谷部正，千葉貴行 
      「生活機能から見た農村環境の豊かさの評価」 
        日本環境共生学会第５回学術大会論文集:pp.120-125(2002.10) 
38．長谷部正 
      「「物語り」の概念を用いた農村風景の評価」 
        農業経済研究報告，第 35 号：pp.1-11（2003.10） 
39．中野史泰，木谷忍，新井潔，長谷部正，野村希晶 
      「地域づくりを利用した環境教育手法の研究ー文脈不一致型 RPG を用いて」 
        日本シミュレーション&ゲーミング学会 2003 年度秋期全国大会発表論文集: pp.46-51 (2003.11) 
40．木村美智子，木谷忍，長谷部正，天野竜二，中野史泰 
      「子供と協同する地域教育環境に関する実験的検討」 
日本シミュレーション&ゲーミング学会 2004 年度春期全国大会発表論文集:pp.46-51 (2004.6) 
41．長谷部正 
      「コモンズと入会の倫理的基礎 ―スチュワードシップの意義―」 
        農業経済研究報告，第 36 号：pp.1-9（2004.10） 
42．長谷部正 
     「規範としての農村風景 ―Well Being と関連づけて―」 
        東北哲学会年報，第 21 号：pp.45-51（2005.5）(シンポ招待) 
43．大村道明, 長谷部正 
     「社会・経済をシミュレーションする技術の開発課題に関する考察－農・脳・能からのアプローチ－」 
        農業経済研究報告，第 38 号：pp.41-55（2006.10） 
44．T. Hasebe, M. Ohmura and H. Bannai 
        Rural Scenery Narrative and Field Experiences 
        Tohoku Journal of Agricultural Research, Vol.58, No.3-4：pp.99-112 (2008.3) 
45．長谷部正 
      「農村風景の修景における倫理」 
        農業経済研究報告，第 40 号：pp.17-31（2009.2） 
46．長谷部正, 大村道明 
      「伝統芸能の継承を通してみる農村社会の維持の可能性」 
        農業経済研究報告，第 41 号：pp.69-82（2010.2） 
47．長谷部正, 安江紘幸, 伊藤房雄 
「パス依存型養豚経営の安定性に関する研究―ネットワーク型経営である GPF を事例として―」 
        農業経済研究報告，第 42 号：pp.15-25（2011.2） 
48．長谷部正，伊藤房雄，安江洋幸，小賀坂行也，畠山琢磨 
      「広域合併の見直しと今後の戦略的農協経営のあり方に関する研究」 
        協同組合奨励研究報告，第 38 輯：pp.9-54（2012.11） 
49．T. Hasebe  (前掲著書論文) 
The Ethics of Diet  
K. Sasaki (Ed.) 
Food Consumption:  Emprical Studies of Japanese Diet 
筑波書房： pp.194-207, (2012.9) 
50．長谷部正 
      「総ふるさと化の意味すること―小林秀雄「故郷を失った文学」の現代的意義―」 
        農業経済研究報告，第 45 号：pp.16-27（2014.2） 
51．長谷部正 
   「技術の視点からみた農業と工業の類似と差異」 
長谷部正 
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  農業と経済，第 81 巻第 3 号：pp.46-54 (2015.3) 
総説・解説記事 
1．  長谷部正 
      「山村に花開いた夏秋トマト産地（産地訪問／福島県南会津郡 南郷トマト生産組合）」 
        家の光協会 家の光（東北版）, 第 56 巻第 9 号：pp.178-181  (1980.8)  
2．  酒井惇一，大泉一貫，大和田道子，工藤昭彦，須川和比古，鈴木敏，長谷部正 
      「産地作りでいまなにが問題か？（座談会）」 
家の光協会 家の光（東北版）, 第 56 巻第 13 号：pp.162-168 (1980.12)  
3．  長谷部正 
      「営農情報供給における農協 普及所の役割」 
農林統計協会 農林統計調査, 第 33 巻第 3 号：pp.18-23 (1988.3) 
4．  長谷部正 
      「エクスカーション報告」 
東北農業経済学会 東北農業経済研究, 第 11 巻第 12 号：pp.108-109 (1992.3) 
5．  長谷部正，伊藤房雄 
      「牛乳・乳製品の需要拡大に関する実証研究」 
 畜産振興事業団 畜産の情報〈国内編〉, 第 33 号 pp.42-48 (1992.6)  
6．  W.S. Chern,M. Kanai, N. Fujita, T. Hasebe, Y. Sawada, Y. Aita, S.J. Hiemstra, L. Deaton 
Changing Patterns of Food Consumption in Japan 
American Journal of Agricultural Economics, Vol.75, No.5：pp.1293-1293 (1993.12) 
7．  長谷部正 
      「最近の食肉加工品消費構造の変化」 
 中央畜産会 畜産コンサルタント, 第 30 巻第 6 号：pp.44-48 (1994.6) 
8．  長谷部正 
 「「さよなら また来年!」だけで終わらせないで」 
農業情報利用研究会 農業情報利用, 第 12 号：p.43 (1994.7) 
9．  長谷部正 
      「蔵王酪農センタ—の販売戦略の特徴と課題」 
畜産振興事業団 畜産の情報〈国内編〉, 第 64 号：pp.19-30 (1995.1) 
10．長谷部正 
      「上司の管理」 
農業協同組合 経営実務, 第 50 巻第 2 号：p.5 (1995.2) 
11．松原茂昌，長谷部正，永木正和，松田友義，長南史男，小林俊夫，原田節也，吉村秀清 
      「農業情報利用の今後」 
農林統計協会 農林統計調査, 第 45 巻第 3 号：pp.16-27 (1995.3) 
12．長谷部正，小沢亙 
      「農協経営の計量分析」 
日本協同組合学会 協同組合研究, 第 14 巻第 2 号：p.52 (1995.3) 
13．長谷部正 
      「有機農業の思想と実践—山形県高畠町の事例」 
畜産振興事業団 畜産の情報〈国内編〉, 第 81 号：pp.15-23 (1996.6)  
14．長谷部正 
      「酪農環境美化活動から生まれてくる景観形成の視点」 
畜産振興事業団 畜産の情報〈国内編〉, 第 88 号：pp.3-11 (1997.1) 
15．長谷部正 
      「田園風景認識の構図」 
農林統計協会 農林統計調査, 第 47 巻第 2 号：pp.19-29 (1997.2) 
16．長谷部正 
「「農村風景」を問う旅」 
農林統計協会 農林統計調査, 第 48 巻第 3 号：pp.36-41 (1998.3) 
17．黒河功，小枝義弘，七戸長生，琢磨孝之，寺澤實，出村克彦，冨田義昭，𡈽井時久，長谷部正，松田從三 
      「景観評価をめぐって(討論)(前編)」 
農林統計協会 農林統計調査, 第 49 巻第 4 号：pp.30-38 (1999.4)  
18．黒河功，小枝義弘，七戸長生，琢磨孝之，寺澤實，出村克彦，冨田義昭，𡈽井時久，長谷部正，松田從三 
      「景観評価をめぐって(討論)(後編)」 
農林統計協会 農林統計調査, 第 49 巻第 5 号：pp.22-31 (1999.5) 
 長谷部正 
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19．長谷部正 
      「農村風景評価の自動アンケートシステム開発」 
農林統計協会 農林統計調査, 第 49 巻第 12 号：pp.17-19 (1999.12)  
20．長谷部正 
      「モ—ニング娘。とふるさと女歌」 
農林統計協会 農林統計調査, 第 50 巻第 3 号：pp.2-3 (2000.3)  
21．長谷部正 
      「農村風景を旅する視点」 
農林統計協会 農林統計調査, 第 50 巻第 10 号：pp.42-48 (2000.10)  
22．長谷部正 
      「知覚パラノイアとしての農村風景（１）」 
農林統計協会 農林統計調査, 第 51 巻第 1 号：pp.42-50 (2001.1) 
23．長谷部正 
      「知覚パラノイアとしての農村風景（2）」 
農林統計協会 農林統計調査, 第 51 巻第 2 号：pp.47-53 (2001.2) 
24．長谷部正 
      「第 24 回全国大会ワークショップ 農林業は「公」すべきである」 
日本計画行政学会 計画行政, 第 25 巻第 1 号：pp.82-83 (2002.1)  
25．長谷部正 
      「農業共済制度の現状と課題」 
農林中金総合研究所 農業政策ヒアリングシリーズ, 第 4 号：pp.1-13 (2002.6) 
26．T. Hasebe, S. Kitani, N. Nomura 
An Analysis on the Value of Indonesian Sightseeing - Based on an investigation of tourist attractions to Indonesia 
JSPS-DGHE Core University Program in Applied Bioscience: Proceedings of 2nd Seminar, Toward Harmonization  
between Development and Environmental Conservation in Biological Production: pp. 359-373 (2003.2) 
27．長谷部正 
       「第 26 回全国大会シンポジュウム 「食」の安全性と機能―食品行政に求められる計画と倫理―」 
 日本計画 行政学会 計画行政, 第 27 巻第 1 号：pp.39-53 (2004.1) 
28．長谷部正 
       「第 26 回全国大会ワークショップ 中山間地農村における地域づくり手法とその実践‐山形県金山町の 
実践-」 
日本計画行政学会 計画行政, 第 27 巻第 1 号：pp.94-95 (2004.1)  
29．長谷部正 
 「「物語り」としての農村風景評価の今後」 
 国際食糧農業協会 世界の農林水産, 第 777 号：pp.2-3 (2004.2) 
30．長谷部正 
       「加齢する農村風景」 
 農林統計協会 農林統計調査, 第 54 巻第 7 号：pp.2-3 (2004.7) 
31．長谷部正 
       「食と身体の倫理」 
 農山漁村文化協会 生物科学, 第 56 巻第 4 号：pp.204-211 (2005.4)  
32．長谷部正 
       「持続性を現す農村の風景と芸能」 
 農林統計協会 農林統計調査, 第 55 巻第 11 号：pp.2-3 (2005.11)  
33．長谷部正 
       「ふるさと歌謡と農村風景の変化」 
 東北芸術工科大学東北文化研究センター 舞台評論, 第 3 号：pp.50-54 (2006.6) 
34 長谷部正 
       「第 10 回学術大会 大会長総括 仙台大会の意義と課題」 
 日本環境共生学会 環境共生, 第 15 巻：pp.6-7(2008.5)  
35．長谷部正 
       「第 10 回学術大会招待セッション（環境デザイン）座長統括」 
 日本環境共生学会 環境共生, 第 15 巻：pp.20-21 (2008.5) 
36．T. Hasebe 
 The Objective of the Conference: 2008 International Research Meeting on Resource and Environmental Economics 
 Graduate School of Agricultural, Science Tohoku Journal of Agricultural Research, Vol.59, No.3-4：pp.98-99 (2009.3) 
長谷部正 
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37．長谷部正 
       「平成 22 年度日本農業経営学会研究大会第２分科会座長解題 蠱惑（コワク）的女性起業者による農業 
イベントが若者の農業 農村に対する意識，及び新規就農意識に与える影響―秋田県大潟村における 
ノギャルプロジェクトの取り組み―」 
日本農業経営学会 農業経営研究, 第 48 巻第 4 号：p.57 (2011.3)  
38．安江紘幸, 平口嘉典, 長谷部正 
       「蠱惑的女性をシンボルとした新たな農業・農村像追求の可能性」 
 東北農業経済学会 農村経済研究, 第 50 巻第 2 号：pp.46-51 (2012.8)  
39．長谷部正，平口嘉典，安江紘幸，那須野睦子，Lie，三塚浩之，渡部信一，山田恵，山本知史，桜井萌々子，  
 河野あけね 
       「第 48 回（2012 年度）東北農業経済学会宮城大会ミニシンポジュウム：魅力的な参画者による新たな 
農漁村像の追求の可能性」 
 東北農業経済学会： pp.1-63 (2012) 
翻訳 
１． 長谷部正，近藤巧，廣瀬牧人訳 
SHAZAM コンピュータプログラム 
     東北大学&日本アイ・ビ－・エム株式会社, pp.1-330（1995.5）  
     White, K. J., Wong S. D., Whistler, D., Haun, S. A., SHAZAM Econometrics Computer Program USER’S REFERENCE  
MANUAL VERSION 6.2, McGraw-Hill Book Company, Toronto, Canada (1990) 
調査研究報告書(科学研究費補助金) 
１．長谷部正 
   「減反政策による地代変化に関する一考察」 
   『近年の米穀経済の変容に関する計量経済学的研究』(代表：崎浦誠治) 
  昭和 55-56 年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書,（1982）, pp.73-79 
２．長谷部正，近藤巧 
   「東北の土地利用における米の役割」 
      『戦後東北における土地利用方式の変遷に関する研究』(代表：酒井惇一) 
     昭和 60-61 年度文部省科学研究費補助金（一般研究Ｂ）研究成果報告書, pp.5-76（1987） 
３．酒井惇一，長谷部正 
   「落葉果樹作地帯の農家の営農情報需要と情報源－山形県寒河江市の事例－」 
        酒井惇一，大泉一貫，長谷部正 
   「配票調査集計結果報告（東北地区寒河江市）」 
        小林一，長谷部正 
   「営農情報に関する文献整理」 
       『農業経営における情報需要の特質ならびに供給状況に関する実証的調査研究』（代表：七戸長生） 
  昭和 61-63 年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書，pp.5-37,94-96,130-140（1987） 
４．酒井惇一，長谷部正，大泉一貫 
      「 営農情報と情報源の地域性―山形県寒河江市におけるアンケート調査―」 
      『農業経営における情報需要の特質ならびに供給状況に関する実証的調査研究』（代表：七戸長生） 
  昭和 61-63 年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書, pp.137-155（1988）  
５．長谷部正 
      「農産物供給変化の要因分析－制限付多財利潤関数による接近－」 
      『国際化時代におけるわが国農業構造政策の課題と新展開』(代表：黒柳俊雄) 
        昭和 63-平成元年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書, pp.15-20（1988） 
６．長谷部正 
   「農産物供給変化の要因分析」 
      『国際化時代におけるわが国農業構造政策の課題と新展開』(代表：黒柳俊雄) 
        昭和 63-平成元年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書, pp.6-11（1989） 
７．長谷部正，堀田和彦 
   「情報概念をもとにエキスパ－ト・システムを考える－意味と形式の相互連関について－」 
      『知識ベ－ス・システム作成と農業への応用』（代表：七戸長生） 
        平成２-４年度文部省科学研究費補助金（試験研究）研究成果報告書, pp.51-57（1991）  
８．長谷部正 
   「米の需要分析」 
   『米の国内自由化の影響に関する計量経済学的研究』(代表：黒柳俊雄) 
        平成２-３年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書分担, pp.22-30（1992） 
９．水谷修，家田仁，佐々木倫子，谷口すみ子，西原鈴子，長谷部正，横田雅弘 
   「『留学生に求められる日本語能力の内容と水準の策定』（代表：水谷修）」 
        平成２-３年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書, pp.1-12（1992） 
10．長谷部正，酒井惇一 
   「東北地方における労働市場のリストラクチャリングと農家労働力」 
      『日本農業・地域農業の産業規模と産業連関に関する理論的政策的研究』（代表：頼平） 
        平成２-３年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書, pp.13-20（1992） 
11．長谷部正 
   「エキスパ－ト・システムによる農業技術ストック枯渇への対応に向けて―「意味と形式の相互連関に 
ついて」への補遺―」 
 長谷部正 
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      『知識ベ－ス・システム作成と農業への応用』（代表：七戸長生） 
        平成２-４年文部省科学研究費補助金（試験研究）研究成果報告書, pp.7-11（1992）  
 12．長谷部正 
   「エキスパ－ト・システムは農業者を支援しうるか   ―「意味と形式の相互連関について」その３―」 
      『知識ベ－ス・システム作成と農業への応用』（代表：七戸長生）） 
        平成２-４年文部省科学研究費補助金（試験研究）研究成果報告書, pp.65-80（1993） 
13．酒井惇一，長谷部正 
   「課題設定」 
  長谷部正，斎藤和佐 
   「産業構造の変化と農家労働力」 
      『地域労働市場におけるワ－クシェアリングの構造変化と農業再編』(代表：酒井惇一) 
        平成４-５年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書, pp.1-10,11-14（1993） 
14．長谷部正 
   「産業構造の変化と農家労働力の対応」 
      『地域労働市場におけるワ－クシェアリングの構造変化と農業再編』(代表：酒井惇一) 
        平成４-５年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書, pp.6-10（1994） 
15．長谷部正 
   「農業情報経済学のための基礎理論」 
        松原茂昌，長谷部正，永木正和，松田友義，長南史男，小林俊夫，原田節也，吉村秀清 
      「農業情報利用の今後」 
      『農業情報経済学の構築』(代表：長谷部正) 
        平成６-７年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ｃ）研究成果報告書, pp.1-40（1996）  
16．長谷部正 
   「農協における教育の重要性」 
  長谷部正 
   「補論 農協教育体制の課題―長野県の事例―」 
  長谷部正 
   「必要とされる人材育成の方向性」 
      『農協の組織非効率とトップマネイジメント・人材育成』(代表：酒井惇一) 
        平成７-８年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書, pp.52-53,53-55,55-57（1997） 
17．長谷部正 
   「技術の存在・意味と個別確率」 
      『農業分野での確率的優位性を基礎とした計量・計画モデルの開発と適用』（代表：久保嘉治）  
        平成７-８年度文部省科学研究費（基盤研究Ｂ）研究成果報告書, pp.164-177（1997）  
18．長谷部正 
   「はじめに」 
  佐久間美朝，伊藤房雄，長谷部正 
  「生鮮魚の需要関数分析」 
   『魚類脂質が生鮮魚需要と畜産物新商品開発に及ぼす効果の分析』(代表：長谷部正) 
  平成８-９年度文部省科学研究費（基盤研究Ｂ）研究成果報告書, pp.1-3,28-39（1998） 
19．長谷部正 
   「はじめに」 
  長谷部正 
   「共同研究のめざす方向」 
  長谷部正 
   「農村風景論」 
  長谷部正 
   「「農村風景」を問う旅（風景観の変遷１）」 
  長谷部正 
   「アイドルの交代と風景（風景観の変遷２）」 
  長谷部正 
   「環境美化活動から生まれてくる景観形成の視点」 
  黒河功，小枝義弘，七戸長生，琢磨孝之，寺澤實，出村克彦，冨田義昭，土井時久，長谷部正，松田従三 
   「景観評価をめぐって（討論）」 
   『マルチ・メディアを活用した農村景観の評価に関する共同研究』(代表：長谷部正) 
        平成８-10 年度文部省科学研究費（国際学術研究（共同研究））研究成果報告書, pp.1-4,5-20,21-55,66-71,  
        72-74,75-82,123-141（1998）  
20．長谷部正 
   「コメント」 
  長谷部正 
   「水辺風景と倫理」 
   『農業経済倫理学の構築』(代表：長谷部正) 
  平成９-10 年度文部省科学研究費（萌芽的研究）研究成果中間報告書, pp.59-60,104-110（1998）  
21．長谷部正 
   「要約」 
   『21 世紀における世界の食料需給と地域農業発展の戦略』(代表：酒井惇一) 
  平成８-10 年度文部省科学研究費（基盤研究Ａ１）研究成果報告書, p.1（1998）  
22．長谷部正 
   「本研究の課題」 
  長谷部正 
   「風景による感動のＣＧ表現について」 
  後藤雄佐，長谷部正 
長谷部正 
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   「農村景観の構成要因とその特質―インドの農村景観との比較からの一考察―」 
   『マルチ・メディアを活用した農村景観の評価に関する共同研究』(代表：長谷部正) 
        平成８-10 年度文部省科学研究費（国際学術研究（共同研究））研究成果報告書, pp.1-2,3-16,108-113（1999）  
23．長谷部正，伊藤房雄 
   「課題設定」 
   『21 世紀における世界の食料需給と地域農業発展の戦略』(代表：酒井惇一) 
  平成８-10 年度文部科学省科学研究費（基盤研究Ａ１）研究成果報告書, pp.1-3（1999）  
24．長谷部正 
   「景観と倫理」 
   『農業経済倫理学の構築』(代表：長谷部正) 
  平成９-10 年度文部省科学研究費（萌芽的研究）研究成果中間報告書, pp.34-42（1999） 
25．長谷部正，木谷忍，野村希晶 
   「農村風景評価に関する日韓比較研究」 
   『農業環境の修復システムに関する比較研究―日本と韓国のフィールドに即して―』(代表：工藤昭彦) 
  平成 10-12 年度文部省科学研究費（基盤研究 A2）研究成果報告書, pp.142-157（2001）  
26．長谷部正，斎藤和佐 
   「 はじめに」 
  長谷部正 
   「食の倫理－所有の視点から－」 
  長谷部正，木谷忍，野村希晶 
   「農村風景の評価と条件不利地域への直接支払い意識－日韓比較－」 
  木谷忍，長谷部正，野村希晶，伊藤房雄 
   「観光資源選好調査にもとづくインドネシア農村の価値の分析」 
        木谷忍，長谷部正，新井潔，平松成実 
   「地域づくりを題材にした環境教育の実践」 
        長谷部正，酒井惇一，合田素行，樋口美智子，長谷川公一 
   「農業と環境保全を巡るパネルディスカッション―豊かな農業地域による地球環境保全―」 
   『農業経済倫理学の展開とその応用―農の倫理への超学的アプローチ―』(代表：長谷部正) 
  平成 11-13 年度日本学術振興会科学研究費（基盤研究 B2）研究成果報告書, pp.ⅲ-ⅻ,20-31,119- 
        127,136-152,153-176,192-220（2002） 
27．長谷部正，木谷忍，野村希晶 
   「農村風景の評価と条件不利地域への直接支払い－日韓比較研究－」 
   『里山，里地の二次的自然環境の維持保全のための技術開発とそれに基づく農業経営戦略』(代表：三枝 
        正彦) 
   平成 11-13 年度日本学術振興会科学研究費（基盤研究 A2）研究成果報告書, pp.261-280（2002）  
28．長谷部正 
   「「いのち」の与えあいとして農とその技術」 
   『食品産業および食料品流通の変容と生産者主体の確立に関する産業組織論的研究』(代表：永木正和) 
        平成 11-13 年度文部科学省科学研究費（基盤研究 B1）研究成果報告書，pp.13-278（2002） 
29．長谷部正 
   「コモンズと入会の倫理的基盤」 
   『農業・農村の制度資本の経済分析：地域用水機能の検証』(代表：長南史男) 
     平成 11-13 年度文部科学省科学研究費（基盤研究 B2）研究成果報告書, pp.95-104（2002）  
30． S. Kitani, T. Hasebe, N. Nomura, F. Ito 
   Effects of Image Formation of Rural Scenery on Consciousness and Willingness to Protect Rural Farming Villages 
Hasebe, T. 
   Ethics of Diet 
       『多様な食ベクトルを捉える需要分析の新展開』(代表：長谷部正) 
        平成 12-13 年度日本学術振興会科学研究費（基盤研究 B1）研究成果報告書, pp.177-19, pp.194-205（2002）  
31．長谷部正 
   「西田幾多郎的発想による農村風景の評価法について」 
  長谷部正 
   「街並み景観形成における地元プランナーの役割とその哲学」 
   『農業集落の崩壊過程に関する研究』(代表：両角和夫) 
        平成 13-15 年度文部科学省科学研究費（基盤研究 B2）研究成果報告書, pp.240-252,253-263（2004） 
32．長谷部正，木谷忍，野村希晶 
   「インドネシア観光資源の価値」 
   『発展途上国における市場制度の整備に関する研究―インドネシアの農村地域を事例として―』(代表： 
        米倉等) 
  平成 12-15 年度日本学術振興会科学研究費（基盤研究 A）研究成果報告書, pp.123-128（2006） 
33．長谷部正 
   「風景「物語り」を語ることの意義」 
  長谷部正 
   「農村風景における倫理の問題」 
   『「農」とふれあう人間行動に着目した新しい生活空間の形成』(代表：木谷忍) 
        平成 14-17 年度文部科学省科学研究費（基盤研究 B2）研究成果報告書, pp.33-44,45-59（2006） 
34．長谷部正，大村道明 
   「人口減少化における農村社会の維持と伝統芸能の継承」 
   『人口減少時代における農業・農村の持続性確保と効率的代謝・再編過程に関する研究』(代表：両角和夫) 
        平成 16-18 年度文部科学省科学研究費（基盤研究 A）研究成果報告書, pp.218-229（2007）  
35．長谷部正，大村道明 
   「伝統芸能の継承を通してみる農村社会の維持のあり方」 
 長谷部正 
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   『自立と連携による新たな都市・地域システムの構築』(代表：佐々木公明) 
     平成 17-20 年度文部科学省科学研究費（基盤研究 B）研究成果報告書, pp.197-208（2009）  
36．長谷部正 
   「はじめに」 
  長谷部正 
   「附論 第 2 章第 2 節 黒川地区の祭の継承」 
   『「物語り」の実証に向けて―ナラティヴアプローチによるパス依存型ネットワーク経営の世代間継続要件 
に関する研究―』(代表：長谷部正) 
  平成 22-24 年度日本学術振興会科学研究費補助金(基盤研究Ｃ(2)）研究成果報告書, pp.1-5,101-104 
      （2013） 
37．長谷部正 
   「はしがき」 
     平成 25-27 年度日本学術振興会科学研究費補助金(基盤研究 A）黒川農村地区調査報告書, p.i(2014) 
38．長谷部正 
   「風景評価に関する哲学と経済学の総合化に向けて」 
     平成 25-27 年度日本学術振興会科学研究費補助金(基盤研究 A）国際ワークショップ「人文・社会科学と 
脳科学との連携に向けて」成果報告書, pp.77-83（2014）  
38．長谷部正 
「まえがき」 
「補論：風景物語り―風景の数量評価との関連―」 
平成 25-27 年度日本学術振興会科学研究費補助金(基盤研究 A）ワークショップ「人文・社会科学と脳科学 
との連携に向けて」成果報告書,pp.i-ⅳ, pp.105-113（2015） 
調査研究報告書(国公立行政等関係機関よりの受託研究) 
１．長谷部正 
「第２章 農業発展の方向―畑作振興を中心に―」 
   『宮城県石巻市における地区再編農業構造改善事業について―コンサルタント意見書―』 
        全国農業構造改善協会，pp.12-20 (1979.2)  
２．長谷部正 
   「第２章 過疎山村地帯における地域農業の確立―南郷トマトを対象とした市場対応の計量分析―」 
   『地域農業と経営複合化の存立条件に関する調査研究』 
  福島県農林水産研究所, pp.129-145 (1979.6)  
３．長谷部正 
   「第２章 農業用機械施設の整備対策について」 
    『宮城県鶯沢町における農村地域農業構造改善事業について―コンサルタント意見書―』 
        全国農業構造改善協会 , pp.12-20 (1979.10) 
４．長谷部正 
   「第２章 野菜作を中心とした畑作振興について」 
   『宮城県河南町における地区再編農業構造改善事業について―コンサルタント意見書―』 
        全国農業構造改善協会, pp.6-15 (1980.2) 
５．長谷部正 
      「Ⅴ 水田利用再編対策の産地間競争へ及ぼす影響の計量的研究―東日本夏秋きうりの地域間均衡―」 
   『水田利用再編対策と農家の対応―稲作以外の作目に産地化している地域における対応―』 
        農林漁業金融公庫仙台支店昭和 54 年度委託調査報告書, pp.52-64（1980.2） 
６．長谷部正 
   「Ⅴ 転作水田の地代決定に関する分析」 
   『水田利用再編対策と農家の対応―一期対策の総括と二期対策への対応―』 
        農林漁業金融公庫仙台支店昭和 55 年度委託調査報告書, pp.50-55（1981.3） 
７．長谷部正 
   「第３章 地域農業の組織化による農業振興方策について」 
   『宮城県若柳町における農村地域農業構造改善事業について―コンサルタント意見書―』 
        全国農業構造改善協会, pp.18-24 (1981.9) 
８．長谷部正 
   「第２章 イチゴ作経営の問題点とその対策について」 
   『宮城県亘理町における地区再編農業構造改善事業について―コンサルタント意見書―』 
  全国農業構造改善協会, pp.6-15 (1981.10)  
９．長谷部正 
   「第三章 農家経営診断事業にもとづく分析」 
   『農業経営の現状と経営改善の課題 東北農業研究会委託報告書』 
        宮城県農業経営改善促進委員会, pp.98-103（1983.9） 
10．酒井惇一，大泉一貫，長谷部正，高橋寛次 
長谷部正 
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   『中通り中部地域広域農業開発基本調査報告書―地域農業の特色と農業振興方向―』 
        東北農政局阿武隈地域総合開発調査事務所, pp.1-89（1985.5）  
11．長谷部正 
      「第２章 東北における基盤整備の現状と目標整備水準」 
   「第３章 東北における基盤整備の効果分析」 
   『東北地方における農業基盤整備の現状と今後の方向―第２次土地利用基盤整備基本調査結果分析』 
        東北農政局計画部地域計画課, pp.13-38,39-53（1985.9） 
12．長谷部正 
   「Ⅱ モデル地区における農業振興の策定」 
   『中通り中部地域広域農業開発基本調査報告書２』 
        東北農政局阿武隈地域総合開発調査事務所, pp.78-96（1986.3） 
13．長谷部正 
   「Ⅰ―１ 村山市における野菜生産」 
   「Ⅰ―２ 生産面からみた産地形成過程と現状」 
   「Ⅰ―４―（１）生産面の評価と今後の方向」 
      『新輸送体系利用産地育成調査事業報告書 第２部産地診断調査』 
        山形県新輸送体系利用産地育成研究会, pp.33-38,38-40,56-59（1986.3）  
14．長谷部正 
   「第１部第１章 東北地方における基盤整備の基本課題」 
   「第１部第２章 東北における基盤整備の効果分析」 
   「第１部第３章第１節 モデル地区の選定と現況」 
   「第１部第３章第３節 水田再整備同意率に影響を及ぼす経済的要因の分析」 
   『東北地方における農業基盤整備の現状と今後の方向―土地利用基盤整備基本調査類型別モデル整備計画 
調査結果分析』 
東北農政局計画部地域計画課, pp.１-12,13-21,22-25,30-43（1986.7） 
15．長谷部正 
   「今後の農業基盤整備のあり方について」 
   『宮城県本吉地域広域営農団地総合診断報告書』 
        全国農業構造改善協会, pp.40-51（1987.2） 
16．長谷部正 
   「第１部Ⅱ 鶴岡市における野菜産地の診断」 
      『新輸送体系利用産地育成調査事業報告書 第１部産地診断調査』 
        山形県新輸送体系利用産地育成研究会, pp.7-26（1987.3） 
17．酒井惇一，大泉一貫，長谷部正 
   『農業改善情報の調査分析に関する研究』 
        宮城県農業普及課, pp.1-19（1987.3） 
18．長谷部正 
   「第二部Ⅲ 地域性をいかした農業振興」 
   「第二部Ⅳ 土地を活用した農業振興」 
   「第二部Ⅵ 近代化施設を活用した農業振興」 
   「第二部Ⅶ 人をいかした農業振興」 
   「第二部Ⅷ 広域農道を活用した農業振興」 
   『水と土地と広域農道を利用した仙南地域農業発展計画』 
        宮城県農政部, pp.74-76，77-80，91-95，96-98，99-101（1987.10） 
19．長谷部正 
   「第一部Ⅰ 大分県フライト農業の推進方策とフライト団地」 
   「第一部Ⅲ 秋田県における地域特産物のフライト輸送」 
   「第一部Ⅴ 出荷と入荷の交錯する沖縄県フライト農業」 
   『臨空農業先進地域実態調査報告書』 
        庄内地域農業振興検討委員会, pp.1-11，24-31，45-55（1988.3）  
20．長谷部正 
   「Ⅴ―１ 生産の現状と今後の方向」 
   『山形県農業生産性品質向上対策委員会果樹産地診断調査結果報告書』 
        山形県農業生産性品質向上対策委員会, pp.47-58（1988.3）  
21．長谷部正 
   「第一部Ⅳ 主産地形成の方向」 
 長谷部正 
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   『21 世紀を展望した中新田町農業の振興方向―農業構造改善特別コンサルタント意見書―』 
        中新田町，全国農業構造改善協会, pp.29-43(1990.3) 
22．長谷部正 
   「Ⅳ 人をいかした農業振興」 
   「Ⅶ 農村集落環境の整備による農村活性化」 
   『宮城県若柳町農業振興計画書』 
        宮城県若柳町, 全国農業構造改善協会, pp.31-36，45-47（1991.2）  
23．長谷部正 
   「Ⅰ   東北農業の現状と振興方向」 
   「Ⅱ―３ 本報告で用いる方法」 
「Ⅲ   農道整備の現況分析」 
   「Ⅵ   今後の農道整備事業の方向」 
   『農業基盤整備水準設定調査報告書 東北における農道整備状況の現状と今後の整備のあり方』 
        東北農政局計画部地域計画課, pp.1-4，12，13-32，80-97（1991.3） 
24．長谷部正 
   「第２章 丘陵地帯における高付加価値農業の展開」 
   『宮城県田尻町における需要創造型農業推進農業構造改善事業について―コンサルタント意見書―』 
全国農業構造改善協会, pp.23-39 (1991.9) 
25．長谷部正 
   「第 3 章 都市と農村の有機的な交流基盤の整備」 
   『宮城県栗駒町における農業農村活性化推進事業について―コンサルタント意見書―』 
        中新田町，全国農業構造改善協会 , pp.39-48 (1992.1) 
26．長谷部正，斎藤和佐，堀田和彦 
   「第一部補論１ 東北における植木需要の予測」  
  長谷部正 
   「第四部Ⅰ 埼玉県川口市の植木産地の現状」 
   『花と緑生産のまちづくりをめざして』 
  鹿島台町・東北農業研究会, pp.49-58, pp.131-133（1992.3）  
27．長谷部正 
   「Ⅷ 生産・流通施設の広域的・拠点的・整備」 
   「Ⅸ 広域情報ネットワークの形成」 
『置賜農業振興指針』 
  置賜農業振興協議会, pp.89-102，103-106（1992.4）  
28．長谷部正 
   「第 3 章 観光農業の積極的な推進による魅力あふれる農業の確立について」 
   『山形県天童市における需要創造型農業推進農業構造改善事業について―コンサルタント意見書―』 
        全国農業構造改善協会, pp.60-73 (1992.11)  
29．長谷部正，小林一，武田功，安達茂夫，矢作健二，深澤健二，佐藤昌弘 
   「パネルディスカッション「これからの農業・農村情報化について」」 
        長谷部正 
「農業・農村の情報化の意義とその推進方向」 
『山形県農業・農村情報化シンポジュウム報告書』 
  山形県農林水産部 , pp.4-12, pp.13-14（1993.3）   
30．長谷部正 
   「Ⅴ 農協の内部改革の必要性」 
「Ⅶ 宮城県における教育体制の現状と課題」 
   『宮城県 JA 教育体制の改革 報告書』 
   「21 世紀に向けての JA 人材育成」検討委員会, pp.50-55,63-70（1994.8） 
31．長谷部正 
   「はじめに」 
  長谷部正，小沢亙 
   「第 3 部第 1 章 NOSAI 経営の改善方向と人材育成」 
   『農業共済制度の課題とその将来方向に関する研究』 
  全国農業共済協会 pp.1-8,105-114（1997.12）  
32．田中一博，久木田禎一，長谷部正，藤井けい子，松田栄子，高橋龍一，星安晴 
長谷部正 
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   「東北 2000・食と農の懇談会（第２回.良好な農村景観を軸にした地域の活性化） 
   『平成 12 年度 東北 2000・食と農の懇談会開催報告書』 
  東北農政局, pp.69-100（2001.3） 
33．木谷忍，長谷部正 
   「第２部２第８章 都市郊外での地域環境づくりのための合意形成に関する実験的研究―責任ある環境倫理 
の共有に向けて―」 
   『情報システムによるコンパクトシティの推進に関する中間報告書』 
  千葉商科大学コンパクトシティプロジェクト,pp106-118（2003.5） 
34．木谷忍，長谷部正 
   「(３)①子どもと協働する地域環境教育に関する実験的検討」 
  平成 15 環境省地球環境研究総合推進費終了研究成果報告書（研究代表者：東京農業大学学長進士五十八） 
『環境教育の整備による国際貢献の方法に関する予備的研究』, pp.365-370（2005） 
調査研究報告書(財団法人等からの研究助成) 
１．長谷部正，伊藤房雄 
   「牛乳・乳製品の需要拡大に関する実証研究」 
   『平成３年度 畜産物需要開発調査研究事業報告書』 
        畜産振興事業団, pp.255-268,（1992） 
２．伊藤房雄，長谷部正 
   「チ－ズ需要に対する乳業メ－カ－のマ－ケット・セグメンテ－ションに関する定性的研究」 
      『平成４年度 畜産物需要開発調査研究事業報告書』 
        畜産振興事業団, pp.187-207（1993.11）  
３．長谷部正，近藤巧 
   「SHAZAM を活用した計量経済学の研究」 
   『東北大学パートナーシップ・プログラム 1993 年度研究会』 
        東北大学・日本アイビーエム株式会社, pp.23-30（1994）  
４．長谷部正 
   「加工食品需要構造変化の日米比較分析」 
   『1993 年度 事業報告書』 
        経和会記念財団, pp.55-57（1994.7）  
５．伊藤房雄，長谷部正 
   「ヨ－グルト需要に対する乳業メ－カ－と小売業のマ－ケティングに関する実証研究」 
      『平成５年度 畜産物需要開発調査研究事業報告書』 
        畜産振興事業団, pp.61-82（1994）  
６．長谷部正，W.S.チャーン，伊藤房雄 
   「健康に対する関心と畜産物需要―日米比較研究―」 
      『平成６年度 畜産物需要開発調査研究事業報告書』 
        畜産振興事業団, pp.155-171（1995） 
７．長谷部正，伊藤房雄 
   「食肉の地域別消費動向と最近の変化に関する分析」 
      『平成７年度 畜産物需要開発調査研究事業報告書』 
        畜産振興事業団, pp.61-82（1996）  
８．長谷部正  
   「序章 研究の背景と目的及び方法論的視点」 
      「終章 研究結果の考察と結論」 
   『平成 21 年度畜産物需給関係学術情報収集推進事業報告書 パス依存型畜産経営の安定性に関する研究― 
需要創造型ネットワーク経営である GPF を事例として―』   
独立行政法人農畜産業振興機構, pp.1-4，50-54（2010）,（WEB 掲載） 
調査研究報告書(その他) 
１．酒井惇一，工藤昭彦，長谷部正 
   「宮城県における教育体制の現状と課題」 
   『宮城県ＪＡ教育体制の改革報告書』 
  21 世紀に向けてのＪＡ人材育成検討委員会, pp.63-75（1994）  
２．長谷部正，石川太郎 
   「生産調整・米価政策が農業投資に及ぼす効果分析」 
  株式会社イセキ東北受託研究・研究成果報告書 
 長谷部正 
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      『東北における稲作大規模経営における経営構造と展開条件に関する研究』 
        株式会社イセキ東北, pp.37-62（1996.8）  
３．長谷部正 
   「風景の価値論に向けて」 
   『農業・農村の多面的機能の評価調査報告書（別冊）』 
        社団法人北海道地域農業研究所, pp.13-26（1998） 
 
